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「女性の実質的開放を期す」色紙

企画展ポスター

短
期
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学
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教
授  

遠
山
佳
治

　今回
紹
介
す
る「
女
性
の
実
質
的
開
放
を
期
す
」色
紙
は
、本
学
創
設
者

越
原
春
子
先
生
が
、昭
和
二
一
年（
一
九
四
六
）、衆
議
院
議
員
の
時
に
記
し
た

も
の
で
す
。

　昭和
二
〇
年
、衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
改
正
公
布
さ
れ
、日
本
で
初
め
て

婦
人
参
政
権
が
実
現
し
ま
し
た
。遡
る
こ
と
、大
正
五
年（
一
九
一
六
）に
は
、

春
子
先
生
は
発
起
人
の
一
人
と
し
て
婦
人
問
題
研
究
会
を
設
立
し
、婦
人

の
社
会
的
地
位
の
向
上
、家
庭
生
活
の
合
理
化
、女
子
教
育
機
関
の
拡
充

な
ど
女
性
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
て

来
た
春
子
先
生
は
、周
囲
の
勧
め
も
あ
り
、衆
議
院
議
員
へ
の
出
馬
を
決
意

し
ま
し
た
。そ
し
て
、全
国
で
の
女
性
議
員
三
九
人
の
一
人
、愛
知
県
で
は
唯
一

の
女
性
の
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
ま
し
た
。

　選挙
終
了
と
と
も
に「
読
売
報
知
」新
聞
が
、公
的
実
行
と
題
す
る
シ

リ
ー
ズ
の
掲
載
を
始
め
、春
子
先
生
は「
私
は
女
性
の
実
質
的
解
放
の
た
め

に
断
じ
て
戦
い
ま
す
」と
誓
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、憲
法
改
正
案
委
員
会
が

実
質
審
議
を
始
め
、春
子
先
生
は
、母
と
子
ど
も
の
生
活
圏
の
保
障
、保
育

（
託
児
所
）・教
育（
幼
稚
園
）を
一
元
的
に
統
一
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
ま

し
た
。　委員

会
室
に
活
け
ら
れ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
を
見
て
、「
憲
法
の
し
ん

ぎ
の
席
に
つ
ら
な

り
て

　かあ
ね
い

し
ょ
ん
の
花
を
み

る
が
嬉
し
き
」と

詠
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
短
歌
は
、現

在
も
中
庭
の
碑

に
刻
ま
れ
、今
も

学
生
た
ち
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

古
文
書
・
古
書
へ
の
招
待
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図解 理学療法検査・測定ガイド
第3版

　本書は医療面接、神
経学的検査、整形外科
的検査など理学療法
士が行う検査・測定の
手順、ピットホール、所見
の判定について書かれ
た医学書です。

松井一久 分担執筆

（文光堂）

　本書は、生活支援の
理論と実践に焦点を当
て、対象者の日常生活と
社会生活の満足度を向
上させる作業療法の基
本を、学際的視点で学
習できる教科書です。

（医学書院）

　本書では39の実践
事例を通して、障害ある
子どもへのかかわりを学
ぶことができます。二次
元バーコードから動画へ
アクセスできて、視覚的
にもわかりやすくなって
います。（教育情報出版）

標準作業療法学
日常生活活動・社会生活行為学 第2版
山鹿隆義 分担執筆

実践事例を通して具体的なかかわりを学ぶ
保育現場における特別支援
島澤ゆい 分担執筆

越原記念館 企画展

学生作品選抜展2024
令和6年3月9日（土）～8月11日（日）
越原記念館 第３展覧室

令和6年3月9日（土） 13：00～15：00
越原記念館 １階ロビー

越原記念館 関連行事

体験イベント
─肌色チェックからはじめる、
　パーソナルカラーを体験しよう！─

参加無料入場無料

　美の芽を出し、新たなステージ
に旅立つ学生たちです。
　くらしを彩る生活環境の創造へ
学生一人ひとりが自らの心と向き
あった結晶…建築、工芸、インテ
リアデザイン、服飾デザイン、美術
教育教材、情報教育教材など多
彩な分野から、力強く個性に満ち
た学生たちのメッセージをお届け
します。

※3月9日（土）・6月1日（土）・7月13日
（土）・14日（日）・8月10日（土）・11
日（日）はオープンキャンパスのため
開館。夏期一斉特別休日［8／12
（月）～16（金）］は閉館。

　オシャレの基本は似合う色を知ることです。ご自身の肌
色を測定し、パーソナルカラーを体験しましょう！
※当日13時より申込先着15名・所要時間はお一人20分程
度。 ※当日の体験イベントの実施有無につきましては、当館
HP・代表電話等でご確認ください。

2024.03

115
March

令和6年3月18日（月） 10：00～11：00

卒業式のご案内

令和5年度卒業式大学院・大学・
短大合同

※卒業式に参列される付き添いの方は、開式10分前までに
体育館へお越しください。 ※駐車場の用意はありませんので、
公共交通機関をご利用ください。 ※最新の情報につきまして
は、本学HPでご確認ください。

学校法人越原学園 体育館
名古屋市瑞穂区萩山町1-54-1
地下鉄桜通線「瑞穂区役所」下車（徒歩15分）

会場

特集 免許・資格と学外実習

越原記念館（名古屋女子大学内）
開館時間／10：00～17：00
休館日／土・日・祝日・学園休業日

令
和
6年
3月
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免許・資格と学外実習
特 集

免
許・資
格
と
学
外
実
習

本
学
で
取
得
で
き
る
免
許・資
格
の
中
に
は
学
外
実
習
の
単
位
を
必
要
と
す
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、学
外
実
習
の
実
施
が
一
部
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
学
外
実
習
が
本
格
的
に
再
開
さ
れ
、学
生
た
ち
は
現
場
体
験
を
積
み
重
ね
、実
践
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、免
許・資
格
取
得
の
た
め
に
必
要
な
学
外
実
習
の
種
類
や
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

看
護
師
／
臨
地
実
習

健
康
科
学
部 

看
護
学
科

管
理
栄
養
士
／
臨
地
実
習

健
康
科
学
部 

健
康
栄
養
学
科

　看
護
学
科
は
、「〝
身
近
に
寄
り
添
い
、行
き

届
く
看
護
〞を
め
ざ
し
、人
々
の
健
康
の
維
持
・

増
進
、疾
病
の
予
防
に
貢
献
で
き
る
看
護
師
を

育
て
る
」と
い
う
教
育
方
針
を
掲
げ
、科
学
的

根
拠
と
感
性
と
倫
理
観
を
も
っ
た「
的
確
な
看
護

実
践
力
」を
備
え
た
看
護
専
門
職
者
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　看
護
に
お
け
る
教
育
方
法
の
一つ
で
あ
る「
学
外

実
習
」は
、「
基
礎
看
護
学
実
習
Ⅰ
」（
1
年
次
8
月
）・

「
地
域
ふ
れ
あ
い
実
習
」（
１
年
次
2
月
）、「
基
礎

看
護
学
実
習
Ⅱ
」（
2
年
次
2
月
〜
3
月
）に
始

ま
り
、3
年
次・4
年
次
の
各
領
域
実
習
へ
と
攻
究

さ
れ
て
い
き
ま
す
。主
な
実
習
先
は「
学
校
法
人

藤
田
学
園
藤
田
医
科
大
学
関
連
病
院
」「
名
古
屋

市
立
大
学
関
連
病
院
」「
公
益
社
団
法
人
日
本
海

員
掖
済
会
名
古
屋
掖
済
会
病
院
」「
独
立
行
政
法

人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
中
京
病
院
」な
ど

52
カ
所
の
施
設
で
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

学内での実習前オリエンテーションの風景
小学校における臨地実習の様子

い
て
い
ま
す
。加
え
て
、保
健
師
課
程
を
選
択
し
た

学
生
は
、4
年
次
前
期
に
学
校
保
健（
高
等
学
校・

中
学
校
）実
習
と
産
業
保
健
実
習
を
、後
期
に
は

行
政
保
健（
愛
知
県
内
の
保
健
所
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
等
）実
習
を
、全
12
カ
所
の
施
設
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　看
護
は「
実
践
の
科
学
で
あ
る
」と
称
さ
れ
、

大
学
内
で
講
義
・
演
習
を
学
修
す
る
の
み
で
は

「
看
護
」と
成
り
得
ず
、対
象
者
に
看
護
を
提
供

し
て
こ
そ
「
看
護
」
と
成
り
得
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。つ
ま
り
、学
生
は
対
象
者
と「
出
会
い
」、

他
者
の「
生
」に
触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
看
護
を

学
ん
で
い
く
の
で
す
。私
た
ち
は
、他
者
で
あ
る

対
象
者
と
関
わ
る
準
備
と
し
て
、①
臨
地
実
習
の

心
構
え
、②
臨
地
実
習
に
お
け
る
守
秘
義
務
と

個
人
情
報
保
護
、③
個
人
情
報
保
護
に
関
連
し

た
実
習
記
録
の
取
り
扱
い
、④
臨
地
実
習
中
の

災
害
時
の
対
応
、⑤
臨
地
実
習
中
の
感
染
対
策

　管
理
栄
養
士
養
成
に
お
け
る
臨
地
実
習
の

目
的
は
、「
実
践
活
動
の
場
で
の
課
題
発
見
、

解
決
を
通
し
て
、栄
養
評
価
・
判
定
に
基
づ
く

適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
の
統
合
を
図

り
、管
理
栄
養
士
と
し
て
具
備
す
べ
き
知
識

及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
す
る
に

は
、「
給
食
の
運
営
」、「
臨
床
栄
養
学
臨
地
実
習

1・2
」、「
給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習
」、「
公
衆

栄
養
学
臨
地
実
習
」の
5
科
目
か
ら
4
科
目

（
4
単
位
）以
上
の
修
得
が
必
要
で
す
。

　「
給
食
の
運
営
」は
栄
養
士
免
許
取
得
に
も

必
要
な
実
習
で
あ
り
、小
学
校
や
事
業
所
、福

祉
施
設
等
の
集
団
給
食
施
設
に
お
い
て
、給
食

業
務
に
必
要
な
食
事
計
画
や
調
理
を
含
め
た

給
食
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
技
術
を
修
得

し
ま
す
。「
臨
床
栄
養
学
臨
地
実
習
」で
は
、

病
院
や
介
護
施
設
等
の
医
療
・
保
健
機
関
に

お
い
て
、傷
病
者
の
病
態
や
栄
養
状
態
に
応
じ

た
栄
養
管
理
に
必
要
な
知
識
や
技
能
、チ
ー
ム

医
療
の
一
員
と
し
て
栄
養
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
実
践

す
る
プ
ロ
セ
ス
や
多
職
種
と
連
携
す
る
た
め
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

「
給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習
」で
は
、病
院
や

事
業
所
、福
祉
施
設
な
ど
に
お
い
て
、栄
養
面
、

安
全
面
、経
済
面
全
般
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。保
健
所
や
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る「
公
衆
栄
養
学
臨
地
実
習
」で
は
、

地
域
に
お
け
る
健
康
・
栄
養
問
題
に
関
す
る

情
報
を
収
集・分
析
し
、対
象
者
に
応
じ
た
適
切

な
栄
養
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
・
実
施
・
評
価
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
能
力
を
養
い
ま
す
。

　学
内
で
は
2
年
後
期
か
ら
3
年
後
期
に
か

け
て「
臨
地
実
習
事
前
事
後
演
習
1
・
2
」を

開
講
し
、学
科
教
員
に
よ
る
事
前
教
育
の
ほ
か
、

実
習
先
で
ご
指
導
を
い
た
だ
く
管
理
栄
養
士

の
先
生
方
に
よ
る
講
演
会
等
を
通
じ
て
、実
習

の
目
的
や
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

さ
ら
に
事
後
演
習
で
は
、各
々
の
実
習
で
学
ん
だ

内
容
の
報
告
、情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。学
生

自
身
で
主
体
的
に
課
題
を
捉
え
、改
善
す
る

行
動
力
・
思
考
力
を
身
に
付
け
、卒
業
後
に
は

様
々
な
実
践
の
場
で
活
躍
で
き
る
管
理
栄
養
士

の
能
力
を
養
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
／
臨
床
実
習

医
療
科
学
部 

理
学
療
法
学
科

臨床実習に臨む前段階として、客観的臨床能力試験（OSCE）に臨む学生の姿

　理
学
療
法
学
科
を
卒
業
す
る
と
、理
学
療
法

士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、理
学
療
法
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、文
部
科
学
省
の
認
可
に
加
え
て
、厚
生
労
働

省
の
定
め
る
指
定
規
則
に
則
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
の
中
で
、特
に
、臨
床
実
習
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
臨
床
実
習

施
設
に
赴
い
て
、必
要
時
間
数
の
臨
床
実
習
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　本
学
理
学
療
法
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
、各
学
年
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
段
階
に
合
わ

せ
た
臨
床
実
習
が
行
わ
れ
ま
す
。ま
ず
、1
年
生

で
は
、「
見
学
実
習
」（
1
週
間
）が
あ
り
、学
生

は
病
院
や
施
設
へ
赴
き
、理
学
療
法
業
務
の

理
解
や
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

学
び
ま
す
。2
年
生
で
は
、「
理
学
療
法
評
価
学

実
習
」（
4
週
間
）が
あ
り
、初
め
て
患
者
様
の

身
体
に
触
れ
、筋
力
、関
節
可
動
域
、血
圧
な
ど
、

具
体
的
な
検
査
項
目
の
実
施
を
体
験
し
ま
す
。

ま
た
、3
年
生
の「
総
合
臨
床
実
習
Ⅰ
」（
6
週

間
）、4
年
生
の「
総
合
臨
床
実
習
Ⅱ
」（
8
週

間
）が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
総
合
臨
床
実
習

は
期
間
も
長
く
、学
生
と
は
い
え
、病
院
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
患
者
様
に
関
わ
り
、そ
の
患
者

様
の
問
題
点
の
把
握
か
ら
、目
標
設
定
、治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
に
至
る
一
連
の
理
学
療
法
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
す
。ま
た
、4
年
生

に
は
、「
地
域
理
学
療
法
臨
床
実
習
」（
1
週
間
）

も
あ
り
、こ
の
実
習
で
は
、病
院
で
は
な
く
居
宅

介
護
施
設
や
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、い
わ
ゆ
る

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
位
置
付
け

ら
れ
た
理
学
療
法
を
学
び
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、1
年
生
か
ら
4
年
生
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
す
る
中
で
、各
段
階
で
の
臨
床
実
習
が

組
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、各
実
習
に
赴
く
際
に
、

学
生
を
現
場
に
出
し
て
良
い
か
否
か
の
判
断
を

す
る
試
験
を
行
い
ま
す
。実
技
試
験（
客
観
的

臨
床
能
力
試
験；

O
S
C
E
）と
筆
記
試
験
が

あ
り
、こ
れ
に
合
格
す
る
こ
と
で
、臨
床
実
習
の

現
場
に
出
る
、い
わ
ば
仮
免
許
が
発
行
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
で
す
。学
生
た
ち
は
、臨
床
実
習
に

出
る
前
に
、ま
ず
こ
の
試
験
に
臨
み
、適
度
な

緊
張
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、目
的
意
識
を
持
っ
て

臨
床
実
習
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
写
真
参

照
）。

な
ど
に
関
し
、実
習
前
教
育（
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）を
計
画
的
に
行
っ
た
う
え
で
学
外
臨
地

実
習
に
学
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。学
外
実
習

を
重
ね
て
い
く
学
生
た
ち
の
表
情
に
は
、日
々
成
長

の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、頼
も
し
さ

さ
え
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
表
情
の
裏
に
は
、多
く
の
学
び
と
と
も
に

学
生
の
涙
が
あ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
人
の
学
修
者
と
し
て
、他
者
と
の
関
わ
り
で
悩

み
、自
分
自
身
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
、自
分
の
経
験
を
自
由
に
話
し
合
い
、

自
分
の
あ
り
か
た
を
他
者
と
自
由
に
表
現
し
合

う
場
が
必
要
で
あ
り
、実
習
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
と
信
じ
ま
す
。一
人

の
学
び
で
は
な
く
協
同
的
な
学
び
と
し
て
、相
互

に
助
け
合
い
な
が
ら
臨
床
の
知
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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免許・資格と学外実習
特 集

免
許・資
格
と
学
外
実
習

本
学
で
取
得
で
き
る
免
許・資
格
の
中
に
は
学
外
実
習
の
単
位
を
必
要
と
す
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、学
外
実
習
の
実
施
が
一
部
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
学
外
実
習
が
本
格
的
に
再
開
さ
れ
、学
生
た
ち
は
現
場
体
験
を
積
み
重
ね
、実
践
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、免
許・資
格
取
得
の
た
め
に
必
要
な
学
外
実
習
の
種
類
や
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

看
護
師
／
臨
地
実
習

健
康
科
学
部 

看
護
学
科

管
理
栄
養
士
／
臨
地
実
習

健
康
科
学
部 

健
康
栄
養
学
科

　看
護
学
科
は
、「〝
身
近
に
寄
り
添
い
、行
き

届
く
看
護
〞を
め
ざ
し
、人
々
の
健
康
の
維
持
・

増
進
、疾
病
の
予
防
に
貢
献
で
き
る
看
護
師
を

育
て
る
」と
い
う
教
育
方
針
を
掲
げ
、科
学
的

根
拠
と
感
性
と
倫
理
観
を
も
っ
た「
的
確
な
看
護

実
践
力
」を
備
え
た
看
護
専
門
職
者
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　看
護
に
お
け
る
教
育
方
法
の
一つ
で
あ
る「
学
外

実
習
」は
、「
基
礎
看
護
学
実
習
」Ⅰ（
1
年
次
8
月
）・

「
地
域
ふ
れ
あ
い
実
習
」（
１
年
次
2
月
）、「
基
礎

看
護
学
実
習
Ⅱ
」（
2
年
次
2
月
〜
3
月
）に
始

ま
り
、3
年
次・4
年
次
の
各
領
域
実
習
へ
と
攻
究

さ
れ
て
い
き
ま
す
。主
な
実
習
先
は「
学
校
法
人

藤
田
学
園
藤
田
医
科
大
学
関
連
病
院
」「
名
古
屋

市
立
大
学
関
連
病
院
」「
公
益
社
団
法
人
日
本
海

員
掖
済
会
名
古
屋
掖
済
会
病
院
」「
独
立
行
政
法

人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
中
京
病
院
」な
ど

52
カ
所
の
施
設
で
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

学内での実習前オリエンテーションの風景
小学校における臨地実習の様子

い
て
い
ま
す
。加
え
て
、保
健
師
課
程
を
選
択
し
た

学
生
は
、4
年
次
前
期
に
学
校
保
健（
高
等
学
校・

中
学
校
）実
習
と
産
業
保
健
実
習
を
、後
期
に
は

行
政
保
健（
愛
知
県
内
の
保
健
所
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
等
）実
習
を
、全
12
カ
所
の
施
設
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　看
護
は「
実
践
の
科
学
で
あ
る
」と
称
さ
れ
、

大
学
内
で
講
義
・
演
習
を
学
修
す
る
の
み
で
は

「
看
護
」と
成
り
得
ず
、対
象
者
に
看
護
を
提
供

し
て
こ
そ
「
看
護
」
と
成
り
得
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。つ
ま
り
、学
生
は
対
象
者
と「
出
会
い
」、

他
者
の「
生
」に
触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
看
護
を

学
ん
で
い
く
の
で
す
。私
た
ち
は
、他
者
で
あ
る

対
象
者
と
関
わ
る
準
備
と
し
て
、①
臨
地
実
習
の

心
構
え
、②
臨
地
実
習
に
お
け
る
守
秘
義
務
と

個
人
情
報
保
護
、③
個
人
情
報
保
護
に
関
連
し

た
実
習
記
録
の
取
り
扱
い
、④
臨
地
実
習
中
の

災
害
時
の
対
応
、⑤
臨
地
実
習
中
の
感
染
対
策

　管
理
栄
養
士
養
成
に
お
け
る
臨
地
実
習
の

目
的
は
、「
実
践
活
動
の
場
で
の
課
題
発
見
、

解
決
を
通
し
て
、栄
養
評
価
・
判
定
に
基
づ
く

適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
の
統
合
を
図

り
、管
理
栄
養
士
と
し
て
具
備
す
べ
き
知
識

及
び
技
能
を
修
得
さ
せ
る
こ
と
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。国
家
試
験
受
験
資
格
を
取
得
す
る
に

は
、「
給
食
の
運
営
」、「
臨
床
栄
養
学
臨
地
実
習

1・2
」、「
給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習
」、「
公
衆

栄
養
学
臨
地
実
習
」の
5
科
目
か
ら
4
科
目

（
4
単
位
）以
上
の
修
得
が
必
要
で
す
。

　「
給
食
の
運
営
」は
栄
養
士
免
許
取
得
に
も

必
要
な
実
習
で
あ
り
、小
学
校
や
事
業
所
、福

祉
施
設
等
の
集
団
給
食
施
設
に
お
い
て
、給
食

業
務
に
必
要
な
食
事
計
画
や
調
理
を
含
め
た

給
食
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
技
術
を
修
得

し
ま
す
。「
臨
床
栄
養
学
臨
地
実
習
」で
は
、

病
院
や
介
護
施
設
等
の
医
療
・
保
健
機
関
に

お
い
て
、傷
病
者
の
病
態
や
栄
養
状
態
に
応
じ

た
栄
養
管
理
に
必
要
な
知
識
や
技
能
、チ
ー
ム

医
療
の
一
員
と
し
て
栄
養
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
実
践

す
る
プ
ロ
セ
ス
や
多
職
種
と
連
携
す
る
た
め
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

「
給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習
」で
は
、病
院
や

事
業
所
、福
祉
施
設
な
ど
に
お
い
て
、栄
養
面
、

安
全
面
、経
済
面
全
般
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。保
健
所
や
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る「
公
衆
栄
養
学
臨
地
実
習
」で
は
、

地
域
に
お
け
る
健
康
・
栄
養
問
題
に
関
す
る

情
報
を
収
集・分
析
し
、対
象
者
に
応
じ
た
適
切

な
栄
養
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

作
成
・
実
施
・
評
価
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
能
力
を
養
い
ま
す
。

　学
内
で
は
2
年
後
期
か
ら
3
年
後
期
に
か

け
て「
臨
地
実
習
事
前
事
後
演
習
1
・
2
」を

開
講
し
、学
科
教
員
に
よ
る
事
前
教
育
の
ほ
か
、

実
習
先
で
ご
指
導
を
い
た
だ
く
管
理
栄
養
士

の
先
生
方
に
よ
る
講
演
会
等
を
通
じ
て
、実
習

の
目
的
や
意
義
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

さ
ら
に
事
後
演
習
で
は
、各
々
の
実
習
で
学
ん
だ

内
容
の
報
告
、情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。学
生

自
身
で
主
体
的
に
課
題
を
捉
え
、改
善
す
る

行
動
力
・
思
考
力
を
身
に
付
け
、卒
業
後
に
は

様
々
な
実
践
の
場
で
活
躍
で
き
る
管
理
栄
養
士

の
能
力
を
養
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
／
臨
床
実
習

医
療
科
学
部 

理
学
療
法
学
科

臨床実習に臨む前段階として、客観的臨床能力試験（OSCE）に臨む学生の姿

　理
学
療
法
学
科
を
卒
業
す
る
と
、理
学
療
法

士
の
国
家
試
験
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、理
学
療
法
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
、文
部
科
学
省
の
認
可
に
加
え
て
、厚
生
労
働

省
の
定
め
る
指
定
規
則
に
則
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。そ
の
中
で
、特
に
、臨
床
実
習
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
臨
床
実
習

施
設
に
赴
い
て
、必
要
時
間
数
の
臨
床
実
習
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　本
学
理
学
療
法
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
、各
学
年
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
段
階
に
合
わ

せ
た
臨
床
実
習
が
行
わ
れ
ま
す
。ま
ず
、1
年
生

で
は
、「
見
学
実
習
」（
1
週
間
）が
あ
り
、学
生

は
病
院
や
施
設
へ
赴
き
、理
学
療
法
業
務
の

理
解
や
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

学
び
ま
す
。2
年
生
で
は
、「
理
学
療
法
評
価
学

実
習
」（
4
週
間
）が
あ
り
、初
め
て
患
者
様
の

身
体
に
触
れ
、筋
力
、関
節
可
動
域
、血
圧
な
ど
、

具
体
的
な
検
査
項
目
の
実
施
を
体
験
し
ま
す
。

ま
た
、3
年
生
の「
総
合
臨
床
実
習
Ⅰ
」（
6
週

間
）、4
年
生
の「
総
合
臨
床
実
習
Ⅱ
」（
8
週

間
）が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
総
合
臨
床
実
習

は
期
間
も
長
く
、学
生
と
は
い
え
、病
院
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
患
者
様
に
関
わ
り
、そ
の
患
者

様
の
問
題
点
の
把
握
か
ら
、目
標
設
定
、治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
に
至
る
一
連
の
理
学
療
法
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
す
。ま
た
、4
年
生

に
は
、「
地
域
理
学
療
法
臨
床
実
習
」（
1
週
間
）

も
あ
り
、こ
の
実
習
で
は
、病
院
で
は
な
く
居
宅

介
護
施
設
や
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、い
わ
ゆ
る

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
位
置
付
け

ら
れ
た
理
学
療
法
を
学
び
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、1
年
生
か
ら
4
年
生
へ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
す
る
中
で
、各
段
階
で
の
臨
床
実
習
が

組
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、各
実
習
に
赴
く
際
に
、

学
生
を
現
場
に
出
し
て
良
い
か
否
か
の
判
断
を

す
る
試
験
を
行
い
ま
す
。実
技
試
験（
客
観
的

臨
床
能
力
試
験；

O
S
C
E
）と
筆
記
試
験
が

あ
り
、こ
れ
に
合
格
す
る
こ
と
で
、臨
床
実
習
の

現
場
に
出
る
、い
わ
ば
仮
免
許
が
発
行
さ
れ
る

イ
メ
ー
ジ
で
す
。学
生
た
ち
は
、臨
床
実
習
に

出
る
前
に
、ま
ず
こ
の
試
験
に
臨
み
、適
度
な

緊
張
感
を
味
わ
い
な
が
ら
、目
的
意
識
を
持
っ
て

臨
床
実
習
に
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
写
真
参

照
）。

な
ど
に
関
し
、実
習
前
教
育（
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）を
計
画
的
に
行
っ
た
う
え
で
学
外
臨
地

実
習
に
学
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。学
外
実
習

を
重
ね
て
い
く
学
生
た
ち
の
表
情
に
は
、日
々
成
長

の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、頼
も
し
さ

さ
え
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
表
情
の
裏
に
は
、多
く
の
学
び
と
と
も
に

学
生
の
涙
が
あ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
人
の
学
修
者
と
し
て
、他
者
と
の
関
わ
り
で
悩

み
、自
分
自
身
と
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
、自
分
の
経
験
を
自
由
に
話
し
合
い
、

自
分
の
あ
り
か
た
を
他
者
と
自
由
に
表
現
し
合

う
場
が
必
要
で
あ
り
、実
習
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
と
信
じ
ま
す
。一
人

の
学
び
で
は
な
く
協
同
的
な
学
び
と
し
て
、相
互

に
助
け
合
い
な
が
ら
臨
床
の
知
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

02 NAGOYA WOMEN’S UNIVERSITY 2024  vol .11503  NAGOYA WOMEN’S UNIVERSITY 2024  vol .115



免許・資格と学外実習
特 集

中
学
校
教
諭
／
中
学
校
教
育
実
習
、小
学
校
教
諭
／
小
学
校
教
育
実
習

幼
稚
園
教
諭
／
幼
稚
園
教
育
実
習
、保
育
士
／
保
育
所
・
施
設
実
習

文
学
部 

児
童
教
育
学
科

幼稚園での実習

　児
童
教
育
学
科
で
取
得
で
き
る
免
許・資
格

は
、中
学
校
教
諭（
国
語
）、小
学
校
教
諭
、幼
稚

園
教
諭
、保
育
士
で
、そ
れ
ぞ
れ「
中
学
校
教
育

実
習
」「
小
学
校
教
育
実
習
」「
幼
稚
園
教
育

実
習
」「
保
育
実
習（
保
育
所
実
習
お
よ
び
施
設

実
習
）」が
必
修
と
な
り
ま
す
。ま
た
実
習
と
い
う

名
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、小
学
校
と
中
学
校
の

免
許
取
得
に
は
、7
日
間
の「
介
護
等
体
験
」が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　児
童
教
育
学
科
の
学
生
は
主
に
2
種
類
の

免
許
・
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
お
り
、実
習

時
期
は
免
許
・
資
格
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、ま
た

実
習
先
の
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。令
和

5
年
度
の
場
合
、幼
稚
園
免
許
と
保
育
士
資
格

を
目
指
す
学
生
は
、2
年
次
の
春
休
み
に
1
度

目
の
保
育
所
実
習（
2
週
間
）、3
年
次
夏
休
み

に
2
度
目
の
保
育
所
実
習（
2
週
間
）、3
年
次

後
期
に
幼
稚
園
実
習（
3
週
間
）と
施
設
実
習

（
約
10
日
間
）を
行
い
ま
す
。小
学
校
と
幼
稚
園

の
教
員
免
許
取
得
を
志
す
学
生
は
、3
年
次
前

期
に
幼
稚
園
実
習（
2
週
間
）、3
年
次
後
期

ま
た
は
4
年
次
前
期
に
小
学
校
実
習（
3
週
間
）

を
行
い
ま
す
。小
学
校
と
中
学
校
の
教
員
免
許

を
希
望
す
る
学
生
に
は
、3
年
次
後
期
ま
た
は

4
年
次
前
期
に
小
学
校
実
習（
3
週
間
）、3
年

次
後
期
ま
た
は
4
年
次
後
期
に
中
学
校
実
習

（
3
週
間
）が
あ
り
ま
す
。介
護
等
体
験
は
2
年

次
後
期
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
こ
こ
数
年
は
実
習
時
期

の
大
幅
な
変
更
が
あ
っ
た
り
、実
習
の
一
部
を
学

内
演
習
に
置
き
換
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、昨
年
度
か
ら
通
常
の
実
習
形
態
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　実
習
の
目
的
は
、教
育・保
育
の
現
場
で
の
経

験
的
な
学
び
を
通
し
て
、①
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育・

保
育
機
関
の
役
割
や
教
育
者
・
保
育
者
の
責
務

を
理
解
す
る
こ
と
、②
教
育
者・保
育
者
に
求
め

ら
れ
る
実
践
的
な
知
識
と
技
術
を
体
得
す
る

こ
と
、③
教
育
者・保
育
者
と
し
て
の
資
質
を
身

に
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実
習
前
に
は
模
擬

授
業
や
模
擬
保
育
で
実
践
に
向
け
た
準
備
を

重
ね
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
と
直
に
接
し
向
き

合
う
経
験
は
、机
上
の
学
修
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
貴
重
な
学
び
を
学
生
に
も
た
ら
し
ま
す
。

ご
多
忙
の
な
か
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
学
校
や
園
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

幼
稚
園
教
諭
／
幼
稚
園
教
育
実
習

保
育
士
／
保
育
所
・
施
設
実
習

短
期
大
学
部 

保
育
学
科

授業内風景

　短
期
大
学
部
保
育
学
科
で
は
、保
育
士
資
格

と
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
が
取
得
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、第
一
部
1
年
・
第
三
部
2
年
の
2
月

に「
保
育
実
習
１
A（
保
育
所
）」（
2
週
間
）、

第
一
部
2
年・第
三
部
3
年
の
5
〜
6
月
に「
教

育
実
習（
幼
稚
園
）」（
4
週
間
）、7
〜
12
月
に

「
保
育
実
習
１
B（
施
設
）」（
宿
泊
は
10
日
間
、

通
い
は
12
日
間
）、8
〜
9
月
に「
保
育
実
習
２

（
保
育
所
）」（
2
週
間
）の
計
4
回
の
校
外
実
習

を
行
い
ま
す
。保
育
所
・
幼
稚
園
の
実
習
に
は
、

認
定
こ
ど
も
園
も
含
ま
れ
ま
す
。

　「
保
育
実
習
１
A
」は
最
初
の
校
外
実
習
の

た
め
、事
前
・
事
後
指
導
で
は
、基
本
的
な
生
活

態
度
や
マ
ナ
ー
を
は
じ
め
、既
習
の
教
科
目
の

内
容
を
統
合
し
な
が
ら
、実
習
計
画
の
立
案
、

実
習
記
録
や
指
導
案
の
書
き
方
、模
擬
保
育
な
ど

実
践
的
な
方
法
で
修
得
し
て
い
き
ま
す
。

　「
教
育
実
習
」で
は
、幼
稚
園
教
諭
の
職
務

内
容
や
役
割
を
修
得
し
ま
す
。他
の
実
習
と

比
べ
て
期
間
が
長
い
た
め
、ク
ラ
ス
運
営
に
深
く

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、幼
児
の
成
長
を
よ
り
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。実
習
園
の
教
育
方
針

を
理
解
し
た
上
で
、子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、事
前

指
導
で
は
、指
導
計
画
の
準
備・検
討
に
特
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　「
保
育
実
習
１
B
」は
、多
く
の
学
生
が
当
初

は
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、徐
々
に
意
欲
が

高
ま
る
よ
う
施
設
見
学
や
現
場
で
働
く
卒
業
生

の
講
演
な
ど
、工
夫
を
凝
ら
し
て
授
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。本
実
習
で
は
、難
し
い
入
所
児
と
の

関
わ
り
や
今
ま
で
関
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
障
害
の

あ
る
方
へ
の
援
助
を
通
し
て
、保
育
者
と
し
て
だ

け
で
な
く
学
生
自
身
の
自
己
理
解
へ
の
深
ま
り

に
つ
な
が
る
経
験
を
積
み
ま
す
。

　「
保
育
実
習
２
」で
は
、今
ま
で
の
実
習
経
験

を
振
り
返
り
な
が
ら
自
己
課
題
を
明
確
に
し
、

卒
業
後
の
仕
事
を
見
据
え
た
実
践
的
な
実
習

に
取
り
組
み
ま
す
。本
実
習
は
、就
職
活
動
の

時
期
と
重
な
り
、期
待
と
と
も
に
不
安
も
高
ま
る

頃
で
す
。そ
の
た
め
、事
前・事
後
指
導
で
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
対
話
す
る
機
会
を
繰
り
返
し
設
け
、

不
安
や
悩
み
の
共
有
の
み
で
は
な
く
、互
い
の
成

長
や
努
力
を
認
め
合
い
、保
育
職
に
就
く
こ
と

へ
の
期
待
を
高
め
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
療
法
士
／
臨
床
実
習

医
療
科
学
部 

作
業
療
法
学
科

客観的臨床能力試験（OSCE）による基本的な医療面接技能の確認

　作
業
療
法
士
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
臨
床
実
習
は
必
須
で
す
。臨
床
実
習
に
お
い
て

学
生
は
、実
習
先
の
臨
床
実
習
指
導
者
の
も
と
、

実
際
の
治
療
に
参
加
し
て
作
業
療
法
を
学
び

ま
す
。本
学
科
で
は
、世
界
作
業
療
法
士
連
盟
の

定
め
る
国
際
的
な
基
準
に
沿
っ
て
4
年
間
で

1
，0
0
0
時
間
の
臨
床
実
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、実
習
先
に
は
、身
体
障
害
、精
神
障
害
、

発
達
障
害
、老
年
期
障
害
と
い
っ
た
様
々
な
領

域
の
施
設
が
あ
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
東
海
三
県

の
通
学
圏
内
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　臨
床
実
習
の
4
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

学
生
が
学
ん
だ
知
識
な
ど
の
学
修
状
況
に
よ
り

段
階
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。本
学
科
で
は
、1
年

生
で
1
週
間
の
見
学
実
習（
見
学
を
中
心
と

し
た
実
習
）、2
年
生
で
2
週
間
の
地
域
実
習

（
訪
問
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
の

実
習
）、3
年
生
で
6
週
間
の
評
価
実
習（
治
療

前
の
診
断
等
を
中
心
と
し
た
実
習
）、4
年
生

で
8
週
間
2
回
の
総
合
実
習（
治
療
を
含
め
た

実
習
）を
行
い
ま
す
。実
習
期
間
中
は
、実
り

多
い
実
習
と
な
る
よ
う
臨
床
実
習
指
導
者
と

大
学
教
員
が
連
携
し
て
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　ま
た
、実
習
前
に
は
、よ
り
充
実
し
た
実
習

経
験
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
学
内
で
様
々
な
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。マ
ナ
ー
や
挨
拶
な
ど
の

社
会
ス
キ
ル
を
確
認
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
、臨
床

現
場
で
働
い
て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
招
い
た
研

修
会
、実
習
で
必
要
な
知
識
や
技
術
を
確
認

す
る
客
観
的
臨
床
能
力
試
験（
O
S
C
E
）な
ど

で
す（
写
真
）。加
え
て
、実
習
後
に
は
、臨
床

実
習
で
得
た
経
験
を
技
能
と
し
て
定
着
さ
せ
る

た
め
、学
ん
だ
事
柄
を
整
理
し
発
表
す
る
実
習

後
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

　臨
床
実
習
を
経
て
、学
生
の
皆
さ
ん
は
少
し

ず
つ
逞
し
く
な
り
、専
門
職
と
し
て
の
知
識
や

技
術
、自
覚
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。そ
の

成
長
に
は
目
を
見
張
る
こ
と
も
度
々
で
す
。学
生

だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
を
活
か
し
て
対
象
者
に

貢
献
で
き
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。対
象
者

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
精
一
杯
考
え
る
こ
と

が
、自
分
の
成
長
に
と
っ
て
も
、目
の
前
の
対
象

者
に
と
っ
て
も
大
切
で
あ
る
、と
の
気
持
ち
を

持
っ
て
臨
床
実
習
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

家
庭
科
教
諭
／
中
・
高
教
育
実
習

家
政
学
部 

生
活
環
境
学
科

中学校家庭科教科書と学生作成の学習指導案（目的に応じた衣服の選択）

　家
政
学
部
で
は
、教
職
課
程
の
履
修
は
学
生

の
自
由
選
択
で
す
。3
年
次
に
介
護
等
体
験

（
5
日
間
を
施
設
で
、2
日
間
を
特
別
支
援
学

校
で
体
験
）、4
年
次
春
に
教
育
実
習
を
行
い

ま
す
。介
護
等
体
験
は
中
学
校
の
教
員
免
許

状
取
得
に
必
要
で
す
が
、ほ
と
ん
ど
中
高
の
両

免
許
を
取
得
す
る
の
で
、令
和
5
年
度
も
履
修

者
全
員
が
行
い
ま
し
た
。教
育
実
習
は
、中
学

校
な
い
し
高
校
で
行
い
ま
す
。高
校
免
許
の
み

の
場
合
は
2
週
間（
10
日
以
上
）、中
学
校・高
校

両
免
許
の
場
合
は
3
週
間（
15
日
以
上
）で
す
。

　教
育
実
習
に
行
く
た
め
に
は
、科
目「
教
育

実
習
指
導
」を
3
・４
年
生
の
2
年
間
か
け
て

履
修
し
、教
育
実
習
の
意
義
、心
構
え
、実
習

計
画
、実
習
日
誌
の
書
き
方
等
々
を
事
前
に

学
び
、事
後
に
は
振
り
返
り
を
行
い
、教
育
実
習

報
告
会
を
後
輩
に
向
け
て
行
い
ま
す
。
家
庭

科
の
模
擬
授
業
は
、教
科
教
育
法
の
授
業
で

も
頻
繁
に
実
施
さ
れ
、家
庭
科
の
各
分
野
に
つ

い
て
、学
生
は
入
念
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
の
教
員
が
教
え
る

家
政
学
部
の
強
み
が
、教
育
実
習
で
も
発
揮

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　教
育
実
習
で
は
、教
科
指
導
と
生
徒
指
導
が

2
本
の
柱
と
な
り
ま
す
が
、中
高
の
家
庭
科
の

授
業
時
間
数
は
週
1
〜
2
時
間
と
少
な
い
の
で
、

そ
の
点
か
ら
も
、学
生
の
授
業
に
か
け
る
意
気

込
み
や
準
備
は
相
当
な
も
の
で
す
。ク
イ
ズ
を

取
り
入
れ
て
み
た
り
、ボ
タ
ン
付
け
等
の
動
画

を
撮
っ
た
り
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
道
徳
科
の
授
業
も
担
当

す
る
こ
と
が
多
く
、特
別
支
援
学
級
の
家
庭
科

の
授
業
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
学
生
も
い

ま
す
。ア
イ
ロ
ン
掛
け
を
安
全
に
配
慮
し
、細
心

の
注
意
で
教
え
た
そ
う
で
す
。

　家
庭
科
は
実
習
実
技
を
伴
っ
て
、生
徒
と
近
い

距
離
で
接
す
る
こ
と
が
多
く
、ま
た
日
常
生
活

で
す
ぐ
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
が
生
徒
た
ち

の
達
成
感
に
も
繋
が
る
の
で
、生
徒
指
導
に
も

生
か
せ
る
は
ず
だ
と
い
う
の
が
学
生
た
ち
の
意

見
で
す
。実
習
校
で
好
評
を
頂
い
て
い
る
の
は
、

こ
の
優
し
さ
と
全
力
を
尽
く
す
ま
じ
め
さ
故

で
し
ょ
う
。家
庭
科
教
員
と
し
て
ご
活
躍
中
の

Ｏ
Ｇ
を
目
標
に
、後
に
続
く
後
輩
た
ち
は
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
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免許・資格と学外実習
特 集

中
学
校
教
諭
／
中
学
校
教
育
実
習
、小
学
校
教
諭
／
小
学
校
教
育
実
習

幼
稚
園
教
諭
／
幼
稚
園
教
育
実
習
、保
育
士
／
保
育
所
・
施
設
実
習

文
学
部 

児
童
教
育
学
科

幼稚園での実習

　児
童
教
育
学
科
で
取
得
で
き
る
免
許・資
格

は
、中
学
校
教
諭（
国
語
）、小
学
校
教
諭
、幼
稚

園
教
諭
、保
育
士
で
、そ
れ
ぞ
れ「
中
学
校
教
育

実
習
」「
小
学
校
教
育
実
習
」「
幼
稚
園
教
育

実
習
」「
保
育
実
習（
保
育
所
実
習
お
よ
び
施
設

実
習
）」が
必
修
と
な
り
ま
す
。ま
た
実
習
と
い
う

名
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、小
学
校
と
中
学
校
の

免
許
取
得
に
は
、7
日
間
の「
介
護
等
体
験
」が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　児
童
教
育
学
科
の
学
生
は
主
に
2
種
類
の

免
許
・
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
お
り
、実
習

時
期
は
免
許
・
資
格
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、ま
た

実
習
先
の
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。令
和

5
年
度
の
場
合
、幼
稚
園
免
許
と
保
育
士
資
格

を
目
指
す
学
生
は
、2
年
次
の
春
休
み
に
1
度

目
の
保
育
所
実
習（
2
週
間
）、3
年
次
夏
休
み

に
2
度
目
の
保
育
所
実
習（
2
週
間
）、3
年
次

後
期
に
幼
稚
園
実
習（
3
週
間
）と
施
設
実
習

（
約
10
日
間
）を
行
い
ま
す
。小
学
校
と
幼
稚
園

の
教
員
免
許
取
得
を
志
す
学
生
は
、3
年
次
前

期
に
幼
稚
園
実
習（
2
週
間
）、3
年
次
後
期

ま
た
は
4
年
次
前
期
に
小
学
校
実
習（
3
週
間
）

を
行
い
ま
す
。小
学
校
と
中
学
校
の
教
員
免
許

を
希
望
す
る
学
生
に
は
、3
年
次
後
期
ま
た
は

4
年
次
前
期
に
小
学
校
実
習（
3
週
間
）、3
年

次
後
期
ま
た
は
4
年
次
後
期
に
中
学
校
実
習

（
3
週
間
）が
あ
り
ま
す
。介
護
等
体
験
は
2
年

次
後
期
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
こ
こ
数
年
は
実
習
時
期

の
大
幅
な
変
更
が
あ
っ
た
り
、実
習
の
一
部
を
学

内
演
習
に
置
き
換
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、昨
年
度
か
ら
通
常
の
実
習
形
態
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　実
習
の
目
的
は
、教
育・保
育
の
現
場
で
の
経

験
的
な
学
び
を
通
し
て
、①
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育・

保
育
機
関
の
役
割
や
教
育
者
・
保
育
者
の
責
務

を
理
解
す
る
こ
と
、②
教
育
者・保
育
者
に
求
め

ら
れ
る
実
践
的
な
知
識
と
技
術
を
体
得
す
る

こ
と
、③
教
育
者・保
育
者
と
し
て
の
資
質
を
身

に
つ
け
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。実
習
前
に
は
模
擬

授
業
や
模
擬
保
育
で
実
践
に
向
け
た
準
備
を

重
ね
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
と
直
に
接
し
向
き

合
う
経
験
は
、机
上
の
学
修
だ
け
で
は
得
ら
れ

な
い
貴
重
な
学
び
を
学
生
に
も
た
ら
し
ま
す
。

ご
多
忙
の
な
か
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
学
校
や
園
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

幼
稚
園
教
諭
／
幼
稚
園
教
育
実
習

保
育
士
／
保
育
所
・
施
設
実
習

短
期
大
学
部 

保
育
学
科

授業内風景

　短
期
大
学
部
保
育
学
科
で
は
、保
育
士
資
格

と
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状
が
取
得
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、第
一
部
1
年
・
第
三
部
2
年
の
2
月

に「
保
育
実
習
１
A（
保
育
所
）」（
2
週
間
）、

第
一
部
2
年・第
三
部
3
年
の
5
〜
6
月
に「
教

育
実
習（
幼
稚
園
）」（
4
週
間
）、7
〜
12
月
に

「
保
育
実
習
１
B（
施
設
）」（
宿
泊
は
10
日
間
、

通
い
は
12
日
間
）、8
〜
9
月
に「
保
育
実
習
２

（
保
育
所
）」（
2
週
間
）の
計
4
回
の
校
外
実
習

を
行
い
ま
す
。保
育
所
・
幼
稚
園
の
実
習
に
は
、

認
定
こ
ど
も
園
も
含
ま
れ
ま
す
。

　「
保
育
実
習
１
A
」は
最
初
の
校
外
実
習
の

た
め
、事
前
・
事
後
指
導
で
は
、基
本
的
な
生
活

態
度
や
マ
ナ
ー
を
は
じ
め
、既
習
の
教
科
目
の

内
容
を
統
合
し
な
が
ら
、実
習
計
画
の
立
案
、

実
習
記
録
や
指
導
案
の
書
き
方
、模
擬
保
育
な
ど

実
践
的
な
方
法
で
修
得
し
て
い
き
ま
す
。

　「
教
育
実
習
」で
は
、幼
稚
園
教
諭
の
職
務

内
容
や
役
割
を
修
得
し
ま
す
。他
の
実
習
と

比
べ
て
期
間
が
長
い
た
め
、ク
ラ
ス
運
営
に
深
く

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、幼
児
の
成
長
を
よ
り
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。実
習
園
の
教
育
方
針

を
理
解
し
た
上
で
、子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、事
前

指
導
で
は
、指
導
計
画
の
準
備・検
討
に
特
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　「
保
育
実
習
１
B
」は
、多
く
の
学
生
が
当
初

は
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、徐
々
に
意
欲
が

高
ま
る
よ
う
施
設
見
学
や
現
場
で
働
く
卒
業
生

の
講
演
な
ど
、工
夫
を
凝
ら
し
て
授
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。本
実
習
で
は
、難
し
い
入
所
児
と
の

関
わ
り
や
今
ま
で
関
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
障
害
の

あ
る
方
へ
の
援
助
を
通
し
て
、保
育
者
と
し
て
だ

け
で
な
く
学
生
自
身
の
自
己
理
解
へ
の
深
ま
り

に
つ
な
が
る
経
験
を
積
み
ま
す
。

　「
保
育
実
習
２
」で
は
、今
ま
で
の
実
習
経
験

を
振
り
返
り
な
が
ら
自
己
課
題
を
明
確
に
し
、

卒
業
後
の
仕
事
を
見
据
え
た
実
践
的
な
実
習

に
取
り
組
み
ま
す
。本
実
習
は
、就
職
活
動
の

時
期
と
重
な
り
、期
待
と
と
も
に
不
安
も
高
ま
る

頃
で
す
。そ
の
た
め
、事
前・事
後
指
導
で
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
対
話
す
る
機
会
を
繰
り
返
し
設
け
、

不
安
や
悩
み
の
共
有
の
み
で
は
な
く
、互
い
の
成

長
や
努
力
を
認
め
合
い
、保
育
職
に
就
く
こ
と

へ
の
期
待
を
高
め
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
療
法
士
／
臨
床
実
習

医
療
科
学
部 

作
業
療
法
学
科

客観的臨床能力試験（OSCE）による基本的な医療面接技能の確認

　作
業
療
法
士
の
国
家
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
臨
床
実
習
は
必
須
で
す
。臨
床
実
習
に
お
い
て

学
生
は
、実
習
先
の
臨
床
実
習
指
導
者
の
も
と
、

実
際
の
治
療
に
参
加
し
て
作
業
療
法
を
学
び

ま
す
。本
学
科
で
は
、世
界
作
業
療
法
士
連
盟
の

定
め
る
国
際
的
な
基
準
に
沿
っ
て
4
年
間
で

1
，0
0
0
時
間
の
臨
床
実
習
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、実
習
先
に
は
、身
体
障
害
、精
神
障
害
、

発
達
障
害
、老
年
期
障
害
と
い
っ
た
様
々
な
領

域
の
施
設
が
あ
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は
東
海
三
県

の
通
学
圏
内
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　臨
床
実
習
の
4
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

学
生
が
学
ん
だ
知
識
な
ど
の
学
修
状
況
に
よ
り

段
階
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。本
学
科
で
は
、1
年

生
で
1
週
間
の
見
学
実
習（
見
学
を
中
心
と

し
た
実
習
）、2
年
生
で
2
週
間
の
地
域
実
習

（
訪
問
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
の

実
習
）、3
年
生
で
6
週
間
の
評
価
実
習（
治
療

前
の
診
断
等
を
中
心
と
し
た
実
習
）、4
年
生

で
8
週
間
2
回
の
総
合
実
習（
治
療
を
含
め
た

実
習
）を
行
い
ま
す
。実
習
期
間
中
は
、実
り

多
い
実
習
と
な
る
よ
う
臨
床
実
習
指
導
者
と

大
学
教
員
が
連
携
し
て
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　ま
た
、実
習
前
に
は
、よ
り
充
実
し
た
実
習

経
験
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
学
内
で
様
々
な
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。マ
ナ
ー
や
挨
拶
な
ど
の

社
会
ス
キ
ル
を
確
認
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
、臨
床

現
場
で
働
い
て
い
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
招
い
た
研

修
会
、実
習
で
必
要
な
知
識
や
技
術
を
確
認

す
る
客
観
的
臨
床
能
力
試
験（
O
S
C
E
）な
ど

で
す（
写
真
）。加
え
て
、実
習
後
に
は
、臨
床

実
習
で
得
た
経
験
を
技
能
と
し
て
定
着
さ
せ
る

た
め
、学
ん
だ
事
柄
を
整
理
し
発
表
す
る
実
習

後
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

　臨
床
実
習
を
経
て
、学
生
の
皆
さ
ん
は
少
し

ず
つ
逞
し
く
な
り
、専
門
職
と
し
て
の
知
識
や

技
術
、自
覚
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。そ
の

成
長
に
は
目
を
見
張
る
こ
と
も
度
々
で
す
。学
生

だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
を
活
か
し
て
対
象
者
に

貢
献
で
き
る
こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
す
。対
象
者

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
精
一
杯
考
え
る
こ
と

が
、自
分
の
成
長
に
と
っ
て
も
、目
の
前
の
対
象

者
に
と
っ
て
も
大
切
で
あ
る
、と
の
気
持
ち
を

持
っ
て
臨
床
実
習
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

家
庭
科
教
諭
／
中
・
高
教
育
実
習

家
政
学
部 

生
活
環
境
学
科

中学校家庭科教科書と学生作成の学習指導案（目的に応じた衣服の選択）

　家
政
学
部
で
は
、教
職
課
程
の
履
修
は
学
生

の
自
由
選
択
で
す
。3
年
次
に
介
護
等
体
験

（
5
日
間
を
施
設
で
、2
日
間
を
特
別
支
援
学

校
で
体
験
）、4
年
次
春
に
教
育
実
習
を
行
い

ま
す
。介
護
等
体
験
は
中
学
校
の
教
員
免
許

状
取
得
に
必
要
で
す
が
、ほ
と
ん
ど
中
高
の
両

免
許
を
取
得
す
る
の
で
、令
和
5
年
度
も
履
修

者
全
員
が
行
い
ま
し
た
。教
育
実
習
は
、中
学

校
な
い
し
高
校
で
行
い
ま
す
。高
校
免
許
の
み

の
場
合
は
2
週
間（
10
日
以
上
）、中
学
校・高
校

両
免
許
の
場
合
は
3
週
間（
15
日
以
上
）で
す
。

　教
育
実
習
に
行
く
た
め
に
は
、科
目「
教
育

実
習
指
導
」を
3
・４
年
生
の
2
年
間
か
け
て

履
修
し
、教
育
実
習
の
意
義
、心
構
え
、実
習

計
画
、実
習
日
誌
の
書
き
方
等
々
を
事
前
に

学
び
、事
後
に
は
振
り
返
り
を
行
い
、教
育
実
習

報
告
会
を
後
輩
に
向
け
て
行
い
ま
す
。
家
庭

科
の
模
擬
授
業
は
、教
科
教
育
法
の
授
業
で

も
頻
繁
に
実
施
さ
れ
、家
庭
科
の
各
分
野
に
つ

い
て
、学
生
は
入
念
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
の
教
員
が
教
え
る

家
政
学
部
の
強
み
が
、教
育
実
習
で
も
発
揮

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　教
育
実
習
で
は
、教
科
指
導
と
生
徒
指
導
が

2
本
の
柱
と
な
り
ま
す
が
、中
高
の
家
庭
科
の

授
業
時
間
数
は
週
1
〜
2
時
間
と
少
な
い
の
で
、

そ
の
点
か
ら
も
、学
生
の
授
業
に
か
け
る
意
気

込
み
や
準
備
は
相
当
な
も
の
で
す
。ク
イ
ズ
を

取
り
入
れ
て
み
た
り
、ボ
タ
ン
付
け
等
の
動
画

を
撮
っ
た
り
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
道
徳
科
の
授
業
も
担
当

す
る
こ
と
が
多
く
、特
別
支
援
学
級
の
家
庭
科

の
授
業
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
学
生
も
い

ま
す
。ア
イ
ロ
ン
掛
け
を
安
全
に
配
慮
し
、細
心

の
注
意
で
教
え
た
そ
う
で
す
。

　家
庭
科
は
実
習
実
技
を
伴
っ
て
、生
徒
と
近
い

距
離
で
接
す
る
こ
と
が
多
く
、ま
た
日
常
生
活

で
す
ぐ
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
が
生
徒
た
ち

の
達
成
感
に
も
繋
が
る
の
で
、生
徒
指
導
に
も

生
か
せ
る
は
ず
だ
と
い
う
の
が
学
生
た
ち
の
意

見
で
す
。実
習
校
で
好
評
を
頂
い
て
い
る
の
は
、

こ
の
優
し
さ
と
全
力
を
尽
く
す
ま
じ
め
さ
故

で
し
ょ
う
。家
庭
科
教
員
と
し
て
ご
活
躍
中
の

Ｏ
Ｇ
を
目
標
に
、後
に
続
く
後
輩
た
ち
は
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
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NEWS
大学・法人の動き

オープンカレッジ「予防医学とメディカルピラティス講座」開設文学部の名称変更について

いろいろなエクササイズを組み合わせ、姿勢改善を目指します2人1組となって姿勢のチェック

全日本新体操選手権大会
個人総合優勝 優勝報告会

令和6年度
家庭科教員採用試験結果

名古屋女子大学高等学校

文学部 児童教育学科家政学部

ープンカレッジで初めてのピラティス講座は「予防医学」に焦点を当て、11月から12月
にかけ、全3回実施されました。ピラティスとは、ドイツ人のジョセフ・ピラティス氏が

提唱した身体調整メソッドで、姿勢改善、体幹部強化に焦点を当てたエクササイズです。
メディカルピラティスは、ピラティスの基本的な考え方に医学的な原則やリハビリテーション
の観点を組み合わせたもので、医療専門家や理学療法士の指示に基づいてプログラムが
設計され、様々な不調や機能改善に役立ちます。本学の医療科学部にはリハビリテーション
を学ぶ学生が多く在籍し、メディカルピラティスへの関心も高く、基本的なエクササイズから
姿勢の改善、慢性痛の予防・改善まで、多くの学生や一般の方が参加して活気のある講座と
なりました。

オ

グランプリの他、「瑞穂区制80周年記念賞」も選ばれました最終審査会の様子。参加者同士での試食も行いました

古屋女子大学総合科学研究所と瑞穂区役所の共催企画「子どもと朝ごはん瑞穂区
ナンバー１決定戦！ 2023」が開催され、9月24日に大学の調理室で最終審査会が

行われました。「野菜をつかった朝食」をテーマに、瑞穂区在住の子育て世帯の他、家政
学部生活環境学科、健康科学部健康栄養学科、短期大学部生活学科の学生が作成した
レシピも入賞しました。本企画は地域の子育て世帯の応援を目的としたもので、学生からは、
栄養や彩りはもちろん調理の簡単さ、子どもの食べやすさや好み等、忙しい子育て世帯の
朝を想定した工夫がこらされたレシピが提案されました。また希望者には区の託児スタッフ
による託児が行われ、本学文学部児童教育学科、短期大学部保育学科の学生もボラン
ティアとして協力しました。（上の二次元バーコードのサイトに入賞レシピを公開しています）

名

古屋女子大学は、令和6年4月

から、文学部の学部名称を「児童

教育学部（児童教育学科）」に変更いたし

ます。学部の名称は変更となりますが、

教育目的、学部・学科のポリシー（ディ

プロマポリシー・カリキュラムポリシー・アド

ミッションポリシー）、教育課程および卒業

要件は基本的に変更ありません。また、

授与する学位「学士（児童教育学）」の

変更もありません。免許・資格についても

従来通り、学生の希望に応じて教員免許

状（幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭

一種免許状、中学校教諭一種免許状

（国語））、および保育士資格の取得が

可能です。

　なお、現在在学している令和5年度以前

の入学者は、入学時の学部名称「文学部

（児童教育学科）」で変更はありません。

名

記念品を手にする鶴田さん（中央）と越原学園長、小菅校長

月27日より開催された第76回全日
本新体操選手権大会で、名古屋

女子大学高等学校2年の鶴田芽生さんが
個人総合初優勝を果たしました。全日本
選手権は各全国大会を勝ち抜いた日本
のトップ選手のみが出場できる憧れの舞台
であり、16歳の若さで個人総合優勝の快挙
を成し遂げました。11月15日、鶴田さんは
小菅校長とともに越原もゆる学園長へ優
勝報告を行い、越原学園長からはお祝い
の言葉と記念品が贈られました。

10

瑞穂図書館主催講演会に
越原記念館が協力

越原記念館

講演会風景 手話通訳と要約筆記導入

月23日、瑞穂図書館企画に協力
し、講演会「山崎川周辺いまむかし

～越原記念館の資料から～」を同図書館
で実施しました。学園周辺には山崎川と深
く関わる「桜」や「塩」の道があり、また江戸
時代からのため池が埋め立てられゴルフ
場となり今はグラウンドや住宅街になって
いる変化を、本学園が東区葵町から現在
の地に移転した昭和10年前後の写真とと
もに紹介しました。郷土の歴史に関心の高
い方々が定員を超え46名参加されました。

12

企画展「故きを温ね食と健康を
科学する」授業見学

ふる たず
越原記念館

授業「ライフステージと食事」での見学風景

の企画展では「食と健康」に焦点
を当て、健康科学部と医療科学

部における医療・看護、口腔機能、栄養・
調理、リハビリテーション・健康増進の11
科目から科学的視点に立って発信性の
高い内容と成果をパネルで紹介すると
ともに、これらの学びに関連する学園所蔵
資料を展示し、移り変わる時代相の対比を
試みました。学生たちは12の授業とゼミで
展示見学し、それぞれの学びに深く関連
する資料や事柄の解説を受けました。

こ

総合科学研究所

受賞

第57回 日本作業療法学会
優秀演題賞

山鹿隆義 准教授・池谷政直 助教
（医療科学部）

　　

力的な資格が多々取得できる家政
学部で、家庭科教員は、学んだこと

をすべて活かせる仕事であり、多くのOG
が活躍中です。今年度は、14名が家庭科
教員免許状取得予定で、うち3名が教員を
第一志望としていました。1名が愛知県と
他自治体の２つに合格し、１名は１自治体
で3年期限付（期限なしと同待遇）合格、
１名は岐阜大学の教職大学院に合格し
ました。難関でも最大限のサポートで夢を
叶えます。

魅

合失調症患者の精神症状に対
する作業療法の効果：メタアナリ

シス』により受賞しました。この栄誉を心
からお慶び申し上げます。

『統

梢神経損傷後の機能回復に対
する糖尿病と運動療法の効果』

により受賞しました。この栄誉を心から
お慶び申し上げます。

『末

令和6年度
小学校・中学校教員採用試験結果、公務員保育職採用試験結果
育・保育は未来の宝物で

ある子どもたちの育成を

目指し、学校（園）、家庭、地域が

取り組んでいくものです。また今、

園児・児童・生徒の「主体的・対

話的で深い学び」を支える教員・

保育者の養成を行う大学も、その

在り方が大きく問われています。

児童教育学科では日々の授業

改善に加え、学生の自主学習支

援にも力を入れ、教育・保育者と

して必要とされる資質・能力を身

に付けた人材の育成に全力を

注いでいます。その結果、小学校・中学校教員採用試験では56名が受験し、73.2％に当たる

41名の学生が合格しました。小中教育コースでは、中学校国語科での合格者を出すことが

できました。さらに本年度、長野県の公立学校教員採用試験においても合格者を出すこと

ができました。また、公務員保育職採用試験の合格率は、昨年度を大きく上回り92.4％に

達しています。本年度の成果を踏まえ、今後も伝統を守り、多くの有能な教育・保育者を社会

に送り出すことができるよう、さらに指導・支援をしてまいります。

教 令和6年度採用試験の結果について

児童教育学専攻 
【小学校・中学校教員採用試験結果】
合格者数41名（受験者数56名）

合格率 73.2%
都道府県

合計（延べ合格数）

愛知県

名古屋市

三重県

岐阜県

静岡県

長野県

川崎市

横浜市

福岡市

合格人数

60名

２０名

２名

４名

３名

１名

２名

２３名

４名

１名

幼児保育学専攻
【公務員保育職採用試験結果】
合格者数61名（受験者数66名）

合格率 92.4%
都道府県

合計

愛知県

名古屋市

三重県

岐阜県

静岡県

合格人数

73名

60名

２名

6名

2名

３名

受賞

第9回 日本糖尿病理学療法学会
学術大会優秀賞

玉木 徹 講師（医療科学部）

　　

２年生の発表にアドバイスをする４年生教職メンバー

（渡部容子教授） （竹内正裕教授）

瑞穂区役所共催イベント
「子どもと朝ごはん 瑞穂区ナンバー1決定戦！ 2023」開催
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NEWS
大学・法人の動き

オープンカレッジ「予防医学とメディカルピラティス講座」開設文学部の名称変更について

いろいろなエクササイズを組み合わせ、姿勢改善を目指します2人1組となって姿勢のチェック

全日本新体操選手権大会
個人総合優勝 優勝報告会

令和6年度
家庭科教員採用試験結果

名古屋女子大学高等学校

文学部 児童教育学科家政学部

ープンカレッジで初めてのピラティス講座は「予防医学」に焦点を当て、11月から12月
にかけ、全3回実施されました。ピラティスとは、ドイツ人のジョセフ・ピラティス氏が

提唱した身体調整メソッドで、姿勢改善、体幹部強化に焦点を当てたエクササイズです。
メディカルピラティスは、ピラティスの基本的な考え方に医学的な原則やリハビリテーション
の観点を組み合わせたもので、医療専門家や理学療法士の指示に基づいてプログラムが
設計され、様々な不調や機能改善に役立ちます。本学の医療科学部にはリハビリテーション
を学ぶ学生が多く在籍し、メディカルピラティスへの関心も高く、基本的なエクササイズから
姿勢の改善、慢性痛の予防・改善まで、多くの学生や一般の方が参加して活気のある講座と
なりました。

オ

グランプリの他、「瑞穂区制80周年記念賞」も選ばれました最終審査会の様子。参加者同士での試食も行いました

古屋女子大学総合科学研究所と瑞穂区役所の共催企画「子どもと朝ごはん瑞穂区
ナンバー１決定戦！ 2023」が開催され、9月24日に大学の調理室で最終審査会が

行われました。「野菜をつかった朝食」をテーマに、瑞穂区在住の子育て世帯の他、家政
学部生活環境学科、健康科学部健康栄養学科、短期大学部生活学科の学生が作成した
レシピも入賞しました。本企画は地域の子育て世帯の応援を目的としたもので、学生からは、
栄養や彩りはもちろん調理の簡単さ、子どもの食べやすさや好み等、忙しい子育て世帯の
朝を想定した工夫がこらされたレシピが提案されました。また希望者には区の託児スタッフ
による託児が行われ、本学文学部児童教育学科、短期大学部保育学科の学生もボラン
ティアとして協力しました。（上の二次元バーコードのサイトに入賞レシピを公開しています）

名

古屋女子大学は、令和6年4月

から、文学部の学部名称を「児童

教育学部（児童教育学科）」に変更いたし

ます。学部の名称は変更となりますが、

教育目的、学部・学科のポリシー（ディ

プロマポリシー・カリキュラムポリシー・アド

ミッションポリシー）、教育課程および卒業

要件は基本的に変更ありません。また、

授与する学位「学士（児童教育学）」の

変更もありません。免許・資格についても

従来通り、学生の希望に応じて教員免許

状（幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭

一種免許状、中学校教諭一種免許状

（国語））、および保育士資格の取得が

可能です。

　なお、現在在学している令和5年度以前

の入学者は、入学時の学部名称「文学部

（児童教育学科）」で変更はありません。

名

記念品を手にする鶴田さん（中央）と越原学園長、小菅校長

月27日より開催された第76回全日
本新体操選手権大会で、名古屋

女子大学高等学校2年の鶴田芽生さんが
個人総合初優勝を果たしました。全日本
選手権は各全国大会を勝ち抜いた日本
のトップ選手のみが出場できる憧れの舞台
であり、16歳の若さで個人総合優勝の快挙
を成し遂げました。11月15日、鶴田さんは
小菅校長とともに越原もゆる学園長へ優
勝報告を行い、越原学園長からはお祝い
の言葉と記念品が贈られました。
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瑞穂図書館主催講演会に
越原記念館が協力

越原記念館

講演会風景 手話通訳と要約筆記導入

月23日、瑞穂図書館企画に協力
し、講演会「山崎川周辺いまむかし

～越原記念館の資料から～」を同図書館
で実施しました。学園周辺には山崎川と深
く関わる「桜」や「塩」の道があり、また江戸
時代からのため池が埋め立てられゴルフ
場となり今はグラウンドや住宅街になって
いる変化を、本学園が東区葵町から現在
の地に移転した昭和10年前後の写真とと
もに紹介しました。郷土の歴史に関心の高
い方々が定員を超え46名参加されました。
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企画展「故きを温ね食と健康を
科学する」授業見学

ふる たず
越原記念館

授業「ライフステージと食事」での見学風景

の企画展では「食と健康」に焦点
を当て、健康科学部と医療科学

部における医療・看護、口腔機能、栄養・
調理、リハビリテーション・健康増進の11
科目から科学的視点に立って発信性の
高い内容と成果をパネルで紹介すると
ともに、これらの学びに関連する学園所蔵
資料を展示し、移り変わる時代相の対比を
試みました。学生たちは12の授業とゼミで
展示見学し、それぞれの学びに深く関連
する資料や事柄の解説を受けました。

こ

総合科学研究所

受賞

第57回 日本作業療法学会
優秀演題賞

山鹿隆義 准教授・池谷政直 助教
（医療科学部）

　　

力的な資格が多々取得できる家政
学部で、家庭科教員は、学んだこと

をすべて活かせる仕事であり、多くのOG
が活躍中です。今年度は、14名が家庭科
教員免許状取得予定で、うち3名が教員を
第一志望としていました。1名が愛知県と
他自治体の２つに合格し、１名は１自治体
で3年期限付（期限なしと同待遇）合格、
１名は岐阜大学の教職大学院に合格し
ました。難関でも最大限のサポートで夢を
叶えます。

魅

合失調症患者の精神症状に対
する作業療法の効果：メタアナリ

シス』により受賞しました。この栄誉を心
からお慶び申し上げます。

『統

梢神経損傷後の機能回復に対
する糖尿病と運動療法の効果』

により受賞しました。この栄誉を心から
お慶び申し上げます。

『末

令和6年度
小学校・中学校教員採用試験結果、公務員保育職採用試験結果
育・保育は未来の宝物で

ある子どもたちの育成を

目指し、学校（園）、家庭、地域が

取り組んでいくものです。また今、

園児・児童・生徒の「主体的・対

話的で深い学び」を支える教員・

保育者の養成を行う大学も、その

在り方が大きく問われています。

児童教育学科では日々の授業

改善に加え、学生の自主学習支

援にも力を入れ、教育・保育者と

して必要とされる資質・能力を身

に付けた人材の育成に全力を

注いでいます。その結果、小学校・中学校教員採用試験では56名が受験し、73.2％に当たる

41名の学生が合格しました。小中教育コースでは、中学校国語科での合格者を出すことが

できました。さらに本年度、長野県の公立学校教員採用試験においても合格者を出すこと

ができました。また、公務員保育職採用試験の合格率は、昨年度を大きく上回り92.4％に

達しています。本年度の成果を踏まえ、今後も伝統を守り、多くの有能な教育・保育者を社会

に送り出すことができるよう、さらに指導・支援をしてまいります。

教 令和6年度採用試験の結果について

児童教育学専攻 
【小学校・中学校教員採用試験結果】
合格者数41名（受験者数56名）

合格率 73.2%
都道府県

合計（延べ合格数）
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名古屋市

三重県
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福岡市
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60名

２０名
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幼児保育学専攻
【公務員保育職採用試験結果】
合格者数61名（受験者数66名）

合格率 92.4%
都道府県
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愛知県

名古屋市

三重県
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静岡県
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73名

60名
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第9回 日本糖尿病理学療法学会
学術大会優秀賞

玉木 徹 講師（医療科学部）

　　

２年生の発表にアドバイスをする４年生教職メンバー

（渡部容子教授） （竹内正裕教授）

瑞穂区役所共催イベント
「子どもと朝ごはん 瑞穂区ナンバー1決定戦！ 2023」開催
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NEWS
 学生の動き

豊田地域医療センターへの施設見学

貴重な施設見学を終えて充実した笑顔研究に関心を示す学生の熱心な姿 小型モビリティ体験

完成した作品を手ににっこり！

学部・学科間連携科目
「災害看護論」

中学生対象の「エシかるた」を
使った消費者教育実践

JIA建築家大会2023東海in常滑
「まちづくりワークショップ」に学生が参加

大学祭模擬店『Vintage Store』
～服の交換会～

名古屋女子大学ハンドベルクランツ
（音楽教育・表現ゼミ）のクリスマスコンサート

「名古屋市高齢者はつらつ長寿
推進事業（コスモス）」に学生が参加

健康科学部 看護学科

文学部 児童教育学科文学部 児童教育学科 医療科学部 作業療法学科

月28日・30日に理学療法学科・作業療法学科2年生の有志18名が、豊田地域医療
センター地域リハイノベーションセンター（令和3年11月開設）の見学を実施しました。

新型コロナウイルス感染症が5類感染症へと移行し、1年次に行えなかった施設見学の機会
をいただき、臨床見学実習時とは異なり、グループで見学しました。実際の病院でのリハビリ
テーション室の見学をはじめ、「ロボティックスマートルーム」では自宅を模したスペースで、
レール走行式リフト等先進技術を取り入れた機器の見学や体験をしました。さらに、「モビリ
ティトライアルルーム」では座位や立位で使用できる小型モビリティ等最新の機器や自動車
運転シミュレーターの操作等を体験でき、高齢者や不自由を感じている方々に優しい環境
提供を考える貴重な体験ができました。

8
自信を持ってプレゼン技術を披露する様子

童教育学科2年生が「実践課題研究Ⅰ」でSDGsポスターセッションを行い、2030年
までに目指す持続可能な開発目標に取り組みました。各学生は17の目標から1つを

選び、A0サイズのポスターで調査結果や考察をまとめ、発表しました。視覚的な工夫と
質疑応答を通じ、SDGsについての学びを深めました。この授業は学科独自科目として、
研究能力とプレゼンテーション技術の向上、また模擬授業・模擬保育、そして教育・保育
実習への準備を目的としています。「実践課題研究Ⅰ」では他に教室ディベートを実施する
ほか、「実践課題研究Ⅱ」では60分のプレゼンを通じて高度なスキルを養います。これら
アクティブ・ラーニングの実践は、学生たちが将来の教育者・保育者として必要なスキルを
実践的かつ総合的に身につける機会を提供しています。

児

業療法学科では、2年生が「地域
作業療法学演習」の一環として、

瑞穂区の一般介護予防事業（コスモス）
に参加しました。2グループに分かれ、制作
活動（セラバンド入れ作り）又はレクリ
エーション（棒サッカー）を参加者の方々
と共に行いました。地域の高齢者の方々
とのふれあいを通して、地域リハビリテー
ションの実際と、対象者に合わせたコミュ
ニケーションの仕方を学ぶことができま
した。

作

親子丼に大豆製品の八丁味噌、あげを使用した「親子＆兄弟丼」

「『食育レシピコンテスト』with
“いいともあいち”」入選

健康科学部 健康栄養学科

年6月に開催された「第17回食育
推進全国大会inあいち」内の関連

企画「『食育レシピコンテスト』with“いい
ともあいち”」にて、健康栄養学科3年生の
高倉夢羽さん、富田桃佳さん、中澤れいあ
さんによるチーム「じぇりーふぃっしゅ」が、
のだみそ株式会社様の八丁味噌とコラボ
して作成した「親子＆兄弟丼」が入選しま
した。これからも献立作成に力を入れて、
愛知県の地産地消に貢献していきたいと
思います。

昨
日欧文化交流学院（2005年よりノーフュンスホイスコーレに改名）

「健康科学特論」福祉国家デンマークの
教育制度と福祉制度の講演

健康科学部 看護学科

ンマークの学院ノーフュンスホイス
コーレ設立者の千葉忠夫氏は、

デンマークで社会福祉を学び、日本を「住
みよい幸せな国」にしたいと啓発活動を
行っています。看護学科4年生は、「健康
科学特論」の中で千葉先生の講義を受
け、「障害をもつ人も認知症の人も、老い
て体が不自由な人も、みんな人間らしく生
きる。それを支えるのが福祉、人々の連帯、
そして愛なのだ」という千葉先生の神髄
に触れました。

デ
訓練用トリアージタグ災害時の処置方法を体験

身近なものを使用した骨折時の固定

害には、静穏期、超急性期、急性
期、亜急性期、復旧復興期といった

サイクルがあります。「災害看護論」では、
その各段階で各専門職者がどのような
役割を担うのかなど自ら考える機会となる
ように講義をしています。また、講義のほか
にトリアージ体験、身近なものを応用した
骨折やけがをした傷病者への処置の方法
などを取り入れて体験することで、「自分
にできること」を考えられるように指導して
います。

災

医療科学部 理学療法学科・作業療法学科

「実践課題研究」でのアクティブ・ラーニングの取り組み

12月12日愛知県芸術劇場コンサートホールにて
ハンドベルクランツ17名

家政学部 生活環境学科

古屋女子大学ハンドベルチームと
して、音楽教育・表現ゼミの学生が

コンサート、児童館、保育園、図書館等での
クリスマス関連行事にボランティア参加しま
した。12月16日、大学図書館おはなし会と
の共同催事「音でつづるクリスマス ～おは
なしとハンドベルのつどい」では、親子連れ、
一般の方が多く参加され、おはなしとハンド
ベルの天使の響きに心癒やされるひと時と
なりました。学生にとっても現場を見据えた
貴重な体験となりました。

名

家政学部 生活環境学科

「エシかるた」取りの様子

活環境学科3･4年生の教職履修
者17名が、12月1日に名古屋市内

の中学校でエシカル消費を推進する消費
者教育を行いました。学生が各クラスに
分かれて「総合的な学習の時間」の授業
で自作かるた「エシかるた」を用い、持続
可能な社会の取り組みを考える実践をし
ました。中学生からは「身近でできることを
見直したい」等の感想があり、大学生は
教えることの楽しさや難しさを実感した外
部連携授業となりました。

生
ワークショップにて専門家と市民をつなぐ様子

活環境学科建築設計・まちづくり
ゼミの学生が11月9日に実施された

JIA建築家大会2023東海in常滑「まち
づくりワークショップ」に参加しました。全国
から集まった建築家と常滑の市民、行政
職員が一緒にまち歩きを行い、まちの資源と
問題点を発見し、提案をするワークショップ
です。大学による空き家のカフェへの活用
提案などを行い、専門家と住民をつなぐ
重要な役割として運営に協力し、貢献し
ました。

生

家政学部 生活環境学科

様々な方が『Vintage Store』へ

たちの生活の中で「着られるけど着
ない服を循環させる」SDGｓに繋が

る取り組みとして、生活環境学科3年有志
が大学祭模擬店『Vintage Store』を出店
し、服の交換会に挑戦しました。株式会社
ワンピース様の協賛と自主回収で100着準
備し、当日の持ち込み26着、引き取られた
服は77着でした。参加学生からは、「幅広
い年齢層の方に来ていただけた」「服の交
換会を多くの人に知ってもらえた」など喜び
の声が聞かれました。

私

（渡邊潤子講師）（山下英美講師）（佐々木基裕講師）

（松村哲志講師） （三宅元子教授）（小町谷寿子教授）

（坪井眞里子教授）

（粕谷恵美子教授） （片山直美教授）（竹田千佐子教授）
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NEWS
 学生の動き

生活学科学生の作品発表会

1年生 授業課題作品（スーツ）毎年盛り上がる全員で踊る名女ダンス 2年生 主体的学修講座作品

「ITパスポート試験」合格証書を手に

マックスバリュ東海の
YouTubeチャンネルでコラボレシピを紹介

図書館サポーター ～他大学
サポーターとの交流会を開催～

ダンスサークル
「Cherry Cheeks」の活動

ITパスポート試験、秘書検定、
簿記検定等に続々合格

短期大学部 生活学科

大学祭実行委員会クラブ活動 短期大学部 生活学科

月29日、生活学科の学生による作品発表会を学内施設で開催しました。1・2年生の
実習授業、2年生の主体的学修講座、学外コンテストに入選した作品など、学生が

モデルとなってファッションショー形式で発表しました。2年生の作品は、主体的学修講座で
取り組んだ「憧れのデザインの再現または古着のリメイク」をテーマに制作した作品15点、
さらに、実習授業課題のコートとウエディングドレス、コンテスト作品など12点を発表しました。
1年生が制作したスーツは、デザインとパターン作成から取り組み、被服について学んだ知識
と技術の成長が見て取れました。2年生の作品は、これまでの学びを結集した個性溢れる
力作が発表されました。学生たちには、この経験を通して、一つの事をやり遂げる喜びを感
じてもらえたのではないかと思います。

1
たくさんの方に見ていただいたステージ

72回名女大祭のテーマは「ぱれっと」です。大学祭を通じて、一人ひとり持っている
色は違い、それらが混ざり合うことによって自分自身の色が新しい色になり、新しい

自分に出会うための一歩を踏み出す応援をしたい。そんな願いを込めてこのテーマにしま
した。今年はコロナに関する規制のない開催で、両日たくさんの方に足を運んでいただき
ました。特に家族でご来場される方が多く、学内のいたる所から笑顔があふれているように
感じました。雨が降ってきた時間帯もありましたが予定を変更することなくすべての日程を
終了することができました。一緒に頑張ってきた仲間と大学祭を作り上げることができて
とても嬉しく感じております。大学祭開催にあたって、ご協力、ご支援いただきました関係者の
皆様に心より感謝いたします。

第

Tパスポート試験は経済産業省が
認定する国家試験で、実務経験の

ない学生には難易度の高い内容です。
短期大学部生活学科では、この2年間で
合計6名が見事合格しました。令和4年度
よりカリキュラムを一新し、情報領域の関連
科目による積極的な学修支援を行った
結果です。また秘書検定、サービス接遇検
定、簿記検定など、ビジネス系の資格取得
も相次いでいます。今後もさらに教育体制
を充実していきます。

I

子どもとゲームを楽しむ学生たち

「じぶんみらい保育園瑞穂通」
との交流

短期大学部 保育学科

月13日、保育学科第三部2年生
4名が、0歳から2歳児が在園する

小規模型保育所「じぶんみらい保育園
瑞穂通」へ行き、子どもたちとの交流を
行いました。子どもたちが楽しく参加で
きるように、子どもの発達を考慮して、歌
遊びやゲーム、絵本の読み聞かせを考
えて実践しました。子どもたちに喜んで
もらい、学生たちも満足な様子でした。
これから行う保育実習の参考になった
ようです。

11
ボランティア活動の中で、本学で学んだ知識を発揮

短期大学部 保育学科

祉マインドを備えた保育者養成と
してボランティア活動を推進し、

名古屋市主催「スポーティブ・ライフ」に
参画しました。専門科目から学んだ知識
や、子どもとの関わり方を実践できる貴重
な機会です。「身近なものを活かした遊
び場」をテーマにボウリングや的当て、
制作（紙コップロケット、ブンブンゴマ、紙皿
楽器）の場面を創作し、子どもとの遊び
を通した関わりから、保育者に必要な対応
力を学びました。

福
動画撮影の様子・動画の二次元バーコード

活学科ではマックスバリュ東海と
レシピ開発を行っています。毎年、

テーマに合わせたレシピカードを発行して
います。マックスバリュ東海のYouTube
チャンネル「ちゃんとごはんONLINE -
STUDIO」の運営にも協力しており、今年
度も学生がゲストとして動画に出演し、
れんこんレシピを紹介しました。学生は
緊張しながらも楽しく撮影に臨んでいま
した。動画は、11月7日から配信されてい
ます。

生

短期大学部 生活学科

第72回 名女大祭開催

大学祭で発表した際の様子

学生支援センター キャリア支援オフィス

POPコピーダンスサークルのCherry 
Cheeksです。私たちは主に週1回活

動をしており、一から自分たちで新しい曲の
練習をするだけではなく、大学祭やオープン
キャンパス、地域のイベント等での発表に向
けて練習に取り組んでいます。特に大学祭は
一番盛り上がるイベントで、K-POPグループに
寄せた本格的な衣装を着てステージで踊り
ます。初心者・経験者問わず部員を募集して
おり、K-POPが好きな方、体を動かしたい方、
どんな方でも大歓迎です。

K-

学術情報センター

「スポーティブ・ライフｉｎ瑞穂」参加瑞陵高生の図書館利用 公務員志望者のための勉強会

サポーター学生交流会の様子

月14日に東海地区大学図書館協
議会主催「学生協働フェスタin

東海」が金城学院大学で開催されました。
同催事は2017年より地区大学の図書館サ
ポーター交流の場として開催されてきました
が、コロナ禍のため対面での開催を中止し
ており、今回4年ぶりに学生が会して開かれ
ました。当日はグループに分かれゲームを
したり、各大学の活動をポスターセッション
で紹介したりと交流を深め、今後の取り組
みに大いに刺激を得る機会となりました。

9
自治体の資料に取り組む学生たち

般企業の採用早期化に併せ、
自治体の試験時期も昨年より

2か月程度早まりました。このため3年次
の後期開講とともに受験準備を開始
する必要に迫られることとなり、学生へ
の大きな負担となっています。キャリア
支援オフィスでは、この時期を皆で乗り
越えようと頑張る勉強会が朝活などを
利用して開かれています。今後は1・2
年生にも参加を促し、一人でも多くの
笑顔を目指していきます。

一

入試広報課

図書館内を見学する瑞陵高校の生徒の皆さん

大連携事業の一環で、愛知県立
瑞陵高校食物科の生徒の皆さん

に本学図書館を開放することとなり、12
月中旬に1・2年生向けのオリエンテー
ションが開かれました。両学年合わせて
80人が参加。オリエンテーションの前後
には、同校出身の健康栄養学科学生・
技術職員による説明つきの学食体験や
施設見学を実施しました。充実した時間と
なり、さっそくその日の放課後から図書館
利用がありました。

高

（森屋裕治准教授） （小田久美子准教授）（大学祭実行委員会委員長 渡邊杏里紗）（部長 石川瑠華）

（河合玲子教授）（藤巻裕昌講師）（阪野朋子准教授）
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さらに、実習授業課題のコートとウエディングドレス、コンテスト作品など12点を発表しました。
1年生が制作したスーツは、デザインとパターン作成から取り組み、被服について学んだ知識
と技術の成長が見て取れました。2年生の作品は、これまでの学びを結集した個性溢れる
力作が発表されました。学生たちには、この経験を通して、一つの事をやり遂げる喜びを感
じてもらえたのではないかと思います。

1
たくさんの方に見ていただいたステージ

72回名女大祭のテーマは「ぱれっと」です。大学祭を通じて、一人ひとり持っている
色は違い、それらが混ざり合うことによって自分自身の色が新しい色になり、新しい

自分に出会うための一歩を踏み出す応援をしたい。そんな願いを込めてこのテーマにしま
した。今年はコロナに関する規制のない開催で、両日たくさんの方に足を運んでいただき
ました。特に家族でご来場される方が多く、学内のいたる所から笑顔があふれているように
感じました。雨が降ってきた時間帯もありましたが予定を変更することなくすべての日程を
終了することができました。一緒に頑張ってきた仲間と大学祭を作り上げることができて
とても嬉しく感じております。大学祭開催にあたって、ご協力、ご支援いただきました関係者の
皆様に心より感謝いたします。

第

Tパスポート試験は経済産業省が
認定する国家試験で、実務経験の

ない学生には難易度の高い内容です。
短期大学部生活学科では、この2年間で
合計6名が見事合格しました。令和4年度
よりカリキュラムを一新し、情報領域の関連
科目による積極的な学修支援を行った
結果です。また秘書検定、サービス接遇検
定、簿記検定など、ビジネス系の資格取得
も相次いでいます。今後もさらに教育体制
を充実していきます。

I

子どもとゲームを楽しむ学生たち

「じぶんみらい保育園瑞穂通」
との交流

短期大学部 保育学科

月13日、保育学科第三部2年生
4名が、0歳から2歳児が在園する

小規模型保育所「じぶんみらい保育園
瑞穂通」へ行き、子どもたちとの交流を
行いました。子どもたちが楽しく参加で
きるように、子どもの発達を考慮して、歌
遊びやゲーム、絵本の読み聞かせを考
えて実践しました。子どもたちに喜んで
もらい、学生たちも満足な様子でした。
これから行う保育実習の参考になった
ようです。

11
ボランティア活動の中で、本学で学んだ知識を発揮

短期大学部 保育学科

祉マインドを備えた保育者養成と
してボランティア活動を推進し、

名古屋市主催「スポーティブ・ライフ」に
参画しました。専門科目から学んだ知識
や、子どもとの関わり方を実践できる貴重
な機会です。「身近なものを活かした遊
び場」をテーマにボウリングや的当て、
制作（紙コップロケット、ブンブンゴマ、紙皿
楽器）の場面を創作し、子どもとの遊び
を通した関わりから、保育者に必要な対応
力を学びました。

福
動画撮影の様子・動画の二次元バーコード

活学科ではマックスバリュ東海と
レシピ開発を行っています。毎年、

テーマに合わせたレシピカードを発行して
います。マックスバリュ東海のYouTube
チャンネル「ちゃんとごはんONLINE -
STUDIO」の運営にも協力しており、今年
度も学生がゲストとして動画に出演し、
れんこんレシピを紹介しました。学生は
緊張しながらも楽しく撮影に臨んでいま
した。動画は、11月7日から配信されてい
ます。

生

短期大学部 生活学科

第72回 名女大祭開催

大学祭で発表した際の様子

学生支援センター キャリア支援オフィス

POPコピーダンスサークルのCherry 
Cheeksです。私たちは主に週1回活

動をしており、一から自分たちで新しい曲の
練習をするだけではなく、大学祭やオープン
キャンパス、地域のイベント等での発表に向
けて練習に取り組んでいます。特に大学祭は
一番盛り上がるイベントで、K-POPグループに
寄せた本格的な衣装を着てステージで踊り
ます。初心者・経験者問わず部員を募集して
おり、K-POPが好きな方、体を動かしたい方、
どんな方でも大歓迎です。

K-

学術情報センター

「スポーティブ・ライフｉｎ瑞穂」参加瑞陵高生の図書館利用 公務員志望者のための勉強会

サポーター学生交流会の様子

月14日に東海地区大学図書館協
議会主催「学生協働フェスタin

東海」が金城学院大学で開催されました。
同催事は2017年より地区大学の図書館サ
ポーター交流の場として開催されてきました
が、コロナ禍のため対面での開催を中止し
ており、今回4年ぶりに学生が会して開かれ
ました。当日はグループに分かれゲームを
したり、各大学の活動をポスターセッション
で紹介したりと交流を深め、今後の取り組
みに大いに刺激を得る機会となりました。

9
自治体の資料に取り組む学生たち

般企業の採用早期化に併せ、
自治体の試験時期も昨年より

2か月程度早まりました。このため3年次
の後期開講とともに受験準備を開始
する必要に迫られることとなり、学生へ
の大きな負担となっています。キャリア
支援オフィスでは、この時期を皆で乗り
越えようと頑張る勉強会が朝活などを
利用して開かれています。今後は1・2
年生にも参加を促し、一人でも多くの
笑顔を目指していきます。

一

入試広報課

図書館内を見学する瑞陵高校の生徒の皆さん

大連携事業の一環で、愛知県立
瑞陵高校食物科の生徒の皆さん

に本学図書館を開放することとなり、12
月中旬に1・2年生向けのオリエンテー
ションが開かれました。両学年合わせて
80人が参加。オリエンテーションの前後
には、同校出身の健康栄養学科学生・
技術職員による説明つきの学食体験や
施設見学を実施しました。充実した時間と
なり、さっそくその日の放課後から図書館
利用がありました。

高

（森屋裕治准教授） （小田久美子准教授）（大学祭実行委員会委員長 渡邊杏里紗）（部長 石川瑠華）

（河合玲子教授）（藤巻裕昌講師）（阪野朋子准教授）

10 NAGOYA WOMEN’S UNIVERSITY 2024  vol .11511  NAGOYA WOMEN’S UNIVERSITY 2024  vol .115



　「
名
女
健
康
サ
ロ
ン
」と
は
、健
康
科
学
部
、

医
療
科
学
部
が
合
同
で
行
う
、地
域
の
方
の
健

康
に
対
す
る
意
識
向
上
や
生
き
が
い
の
支
援
を

目
指
す
地
域
貢
献
活
動
で
す
。各
専
門
分
野

の
教
員
に
よ
る
講
義
の
他
、実
習
や
茶
話
会
な

ど
様
々
な
内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。学
生
も
企
画

運
営
に
携
わ
り
、年
代
の
異
な
る
方
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
う
と

と
も
に
地
域
が
抱
え
る
健
康
問
題
を
解
決
す
る

実
践
力
を
磨
く
場
と
な
って
い
ま
す
。今
年
度
は

「
今
日
か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
で
介
護
予
防
v
e
r
．

2
0
2
3
」を
テ
ー
マ
に
、10
月
か
ら
2
月
に
か

け
、次
の
よ
う
な
内
容
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　学
生
に
よ
る
参
加
者
の
バ
ラ
ン
ス
能
力
測
定

と
結
果
の
解
説
を
実
施
し
、そ
の
後
、屋
外
で

学
生
が
考
案
し
た「
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
る
体

操
」を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
、学
生
、教
員
総

勢
80
名
が
参
加
し
、青
空
の
下
、気
持
ち
よ
く

賑
や
か
に
運
動
を
し
ま
し
た
。

REPORT

活動紹介

産
学
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
開
設
記
念
講
演
会
」の
開
催

本
法
人
は
産
学
連
携
の
本
格
的
推
進
を
目
的
と
し
て
ヘル
ス
ケ
ア
研
究
所
を
開
設
し
、記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

法
人
本
部

健
康
科
学
部・医
療
科
学
部
合
同

駒田格知名誉教授講演 杉本八郎所長による基調講演学生と認知症予防の活動を体験（作業療法学科） 学生とバランス能力測定（理学療法学科）

久保金弥健康科学部長学生と調理実習（健康栄養学科）学生が骨密度を測定（健康栄養学科・看護学科）

 

10
月
27
日
、産
学
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
開
設
記
念
講
演
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
は
、認

知
症
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
杉
本
八
郎
氏

（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授・エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社

創
薬
第
一
研
究
所
元
所
長
）を
所
長
に
迎
え
、

本
法
人
に
今
年
度
開
設
し
ま
し
た
。講
演
会

冒
頭
、越
原
も
ゆ
る
理
事
長
か
ら「
少
子
超

高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
、本
学
の
専
門
領

域
で
も
認
知
症
に
関
わ
る
研
究
が
不
可
欠
で

あ
り
、今
後
の
教
育
・
研
究
に
役
立
て
る
た
め

積
極
的
に
産
学
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。杉
本
八
郎
所

長
か
ら
は「
人
間
の
幸
福
の
土
台
を
支
え
る

健
康
に
つ
い
て
研
究
し
、そ
の
成
果
を
世
の
た

め
、人
の
た
め
に
活
か
す
こ
と
が
設
立
目
的
で

あ
り
、今
後
の
方
針
と
し
て
は
、産
学
連
携
を

主
軸
と
し
た
活
動
を
行
い
、講
演
活
動
を
通

し
て
認
知
症
予
防
を
広
め
る
な
ど
、地
域
連
携

型
研
究
を
進
め
て
い
く
」と
の
概
要
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
の
開
設
に
つ
い
て

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所

杉
本
八
郎
所
長 

基
調
講
演

理
学
療
法
学
科

学
生
と
バ
ラ
ン
ス
能
力
測
定

作
業
療
法
学
科

認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
活
動
体
験

看
護
学
科

フ
レ
イ
ル
予
防
の
健
康
チ
ェッ
ク

健
康
栄
養
学
科

ミ
ニ
栄
養
講
座・学
生
と
調
理
実
習

駒
田
格
知
名
誉
教
授・

久
保
金
弥
健
康
科
学
部
長 

講
演

「
名
女
健
康
サ
ロ
ン
」と
は

活動紹介

学
生
参
加
型
地
域
貢
献
活
動

「
名
女
健
康
サ
ロ
ン
」の
開
催

本
学
の
特
色
を
活
か
し
、多
職
種
協
働
の
実
践
を
目
指
す
地
域
貢
献
活
動「
名
女
健
康
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　基
調
講
演
と
し
て
、杉
本
八
郎
所
長
か
ら

「
人
生
1
0
0
年
時
代
を
ど
う
生
き
る
か
？ 

〜
認
知
症
予
防
の
観
点
か
ら
〜
」と
題
し
、お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。三
大
認
知
症

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、脳
血
管
性
認
知
症
、レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
）の
中
で
最
も
患
者
数
が

多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
世
界
初
治
療
薬

「
ア
リ
セ
プ
ト
」の
開
発
秘
話
に
加
え
、認
知
症

予
防
に
は
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
、ど
の
よ
う
な
生
活
習
慣
や
食

習
慣
が
認
知
症
予
防
に
繋
が
る
の
か
な
ど
の

お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　元
生
活
学
研
究
科
長
の
駒
田
格
知
名
誉
教

授
か
ら
は
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
設
立
に
当
た

り
、本
学
の
学
問
的
伝
統
は
家
政
、い
わ
ゆ
る

食
生
活
を
中
心
に
ヒ
ト
の
一
生
の
健
康
に
関
わ

る
領
域（
栄
養
・
幼
児
教
育
・
看
護
・リ
ハ
ビ
リ

等
）に
あ
る
こ
と
か
ら
、同
研
究
所
は
本
学
の

最
適
な
る
研
究
基
盤
の
上
に
設
立
さ
れ
る
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 

久
保
金
弥
健
康
科
学
部
長
か
ら
は「
よ
く
噛

む
こ
と
で
認
知
症
を
予
防
す
る
」と
題
し
、ヒ
ト

を
対
象
と
し
た
研
究
や
動
物
実
験
な
ど
か
ら
、

歯
を
失
う
こ
と
が
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
、

ま
た
、よ
く
噛
む
こ
と
で
、認
知
機
能
に
関
与

す
る
脳
部
位
が
活
性
化
さ
れ
、認
知
機
能
維

持
に
繋
が
る
な
ど
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　講
演
終
了
後
、参
加
者
か
ら
は
、各
専
門
分
野

で
研
究
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
の
ほ
か
、

「
認
知
症
の
研
究
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
是

非
協
力
し
た
い
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
の
体
力
チ
ェッ
ク
の
後
、体
力
保
持

と
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。学
生
が
企
画
し
た
茶
話
会

で
は
、簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
交
え
た
認
知
症
予
防

に
つ
な
が
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　看
護
学
科
学
生
が
主
体
と
な
り
、前
半
は
歩

行
測
定
、血
圧
測
定
、骨
密
度
測
定
等
の
健
康

チ
ェッ
ク
や
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。後

半
は
教
員
に
よ
る「
歩
行
時
の
バ
ラ
ン
ス
と
姿
勢

で
気
を
つ
け
る
こ
と
」の
講
義
も
あ
り
、若
さ
を

保
つ
た
め
の
正
し
い
歩
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

　フ
レ
イ
ル
予
防
に
必
要
な
栄
養
の
摂
取
に
つ

い
て
の
ミ
ニ
栄
養
講
座
の
後
、調
理
実
習
室
で

学
生
と
簡
単
な
お
や
つ
を
作
っ
て
食
べ
、食
事

を
共
に
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
健
康
維
持
に

必
要
な
食
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　地
域
の
皆
様
か
ら
は「
元
気
な
学
生
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
本
学
の
特
長
を

活
か
し
、異
な
る
分
野
が
融
合
し
た
地
域
貢
献

活
動
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、学
生
に

と
っ
て
は
分
野
を
超
え
た
幅
広
い
知
識
の
習
得
、

多
職
種
協
働
の
実
践
力
養
成
の
場
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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　「
名
女
健
康
サ
ロ
ン
」と
は
、健
康
科
学
部
、

医
療
科
学
部
が
合
同
で
行
う
、地
域
の
方
の
健

康
に
対
す
る
意
識
向
上
や
生
き
が
い
の
支
援
を

目
指
す
地
域
貢
献
活
動
で
す
。各
専
門
分
野

の
教
員
に
よ
る
講
義
の
他
、実
習
や
茶
話
会
な

ど
様
々
な
内
容
で
行
わ
れ
ま
す
。学
生
も
企
画

運
営
に
携
わ
り
、年
代
の
異
な
る
方
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
う
と

と
も
に
地
域
が
抱
え
る
健
康
問
題
を
解
決
す
る

実
践
力
を
磨
く
場
と
な
って
い
ま
す
。今
年
度
は

「
今
日
か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
で
介
護
予
防
v
e
r
．

2
0
2
3
」を
テ
ー
マ
に
、10
月
か
ら
2
月
に
か

け
、次
の
よ
う
な
内
容
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　学
生
に
よ
る
参
加
者
の
バ
ラ
ン
ス
能
力
測
定

と
結
果
の
解
説
を
実
施
し
、そ
の
後
、屋
外
で

学
生
が
考
案
し
た「
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
な
る
体

操
」を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
、学
生
、教
員
総

勢
80
名
が
参
加
し
、青
空
の
下
、気
持
ち
よ
く

賑
や
か
に
運
動
を
し
ま
し
た
。

REPORT

活動紹介

産
学
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
開
設
記
念
講
演
会
」の
開
催

本
法
人
は
産
学
連
携
の
本
格
的
推
進
を
目
的
と
し
て
ヘル
ス
ケ
ア
研
究
所
を
開
設
し
、記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

法
人
本
部

健
康
科
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部・医
療
科
学
部
合
同

駒田格知名誉教授講演 杉本八郎所長による基調講演学生と認知症予防の活動を体験（作業療法学科） 学生とバランス能力測定（理学療法学科）

久保金弥健康科学部長学生と調理実習（健康栄養学科）学生が骨密度を測定（健康栄養学科・看護学科）
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月
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日
、産
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連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
開
設
記
念
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演
会
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開
催
し
ま
し
た
。ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
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、認

知
症
研
究
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第
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人
者
で
あ
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八
郎
氏

（
同
志
社
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名
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教
授・エ
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ザ
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迎
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冒
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域
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り
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携
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八
郎
所
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土
台
を
支
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健
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に
つ
い
て
研
究
し
、そ
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世
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た

め
、人
の
た
め
に
活
か
す
こ
と
が
設
立
目
的
で

あ
り
、今
後
の
方
針
と
し
て
は
、産
学
連
携
を

主
軸
と
し
た
活
動
を
行
い
、講
演
活
動
を
通

し
て
認
知
症
予
防
を
広
め
る
な
ど
、地
域
連
携

型
研
究
を
進
め
て
い
く
」と
の
概
要
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
の
開
設
に
つ
い
て

ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所

杉
本
八
郎
所
長 
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調
講
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理
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科
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と
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ス
能
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定

作
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療
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認
知
症
予
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に
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る
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知
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教
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健
康
科
学
部
長 
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「
名
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健
康
サ
ロ
ン
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は

活動紹介

学
生
参
加
型
地
域
貢
献
活
動

「
名
女
健
康
サ
ロ
ン
」の
開
催

本
学
の
特
色
を
活
か
し
、多
職
種
協
働
の
実
践
を
目
指
す
地
域
貢
献
活
動「
名
女
健
康
サ
ロ
ン
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　基
調
講
演
と
し
て
、杉
本
八
郎
所
長
か
ら

「
人
生
1
0
0
年
時
代
を
ど
う
生
き
る
か
？ 

〜
認
知
症
予
防
の
観
点
か
ら
〜
」と
題
し
、お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。三
大
認
知
症

（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、脳
血
管
性
認
知
症
、レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
）の
中
で
最
も
患
者
数
が

多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
世
界
初
治
療
薬

「
ア
リ
セ
プ
ト
」の
開
発
秘
話
に
加
え
、認
知
症

予
防
に
は
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
効
果
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
、ど
の
よ
う
な
生
活
習
慣
や
食

習
慣
が
認
知
症
予
防
に
繋
が
る
の
か
な
ど
の

お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　元
生
活
学
研
究
科
長
の
駒
田
格
知
名
誉
教

授
か
ら
は
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
究
所
設
立
に
当
た

り
、本
学
の
学
問
的
伝
統
は
家
政
、い
わ
ゆ
る

食
生
活
を
中
心
に
ヒ
ト
の
一
生
の
健
康
に
関
わ

る
領
域（
栄
養
・
幼
児
教
育
・
看
護
・リ
ハ
ビ
リ

等
）に
あ
る
こ
と
か
ら
、同
研
究
所
は
本
学
の

最
適
な
る
研
究
基
盤
の
上
に
設
立
さ
れ
る
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 

久
保
金
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部
長
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よ
く
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む
こ
と
で
認
知
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を
予
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」と
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し
、ヒ
ト

を
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と
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た
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や
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実
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な
ど
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ら
、
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を
失
う
こ
と
が
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
ア
ル

ツ
ハ
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病
の
発
症
リ
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を
高
め
る
こ
と
、

ま
た
、よ
く
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む
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と
で
、認
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機
能
に
関
与

す
る
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部
位
が
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性
化
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れ
、認
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維

持
に
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る
な
ど
の
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が
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。

　講
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了
後
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加
者
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は
、各
専
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野

で
研
究
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
の
ほ
か
、

「
認
知
症
の
研
究
に
役
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
是

非
協
力
し
た
い
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　参
加
者
の
体
力
チ
ェッ
ク
の
後
、体
力
保
持

と
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。学
生
が
企
画
し
た
茶
話
会

で
は
、簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
交
え
た
認
知
症
予
防

に
つ
な
が
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　看
護
学
科
学
生
が
主
体
と
な
り
、前
半
は
歩

行
測
定
、血
圧
測
定
、骨
密
度
測
定
等
の
健
康

チ
ェッ
ク
や
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。後

半
は
教
員
に
よ
る「
歩
行
時
の
バ
ラ
ン
ス
と
姿
勢

で
気
を
つ
け
る
こ
と
」の
講
義
も
あ
り
、若
さ
を

保
つ
た
め
の
正
し
い
歩
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

　フ
レ
イ
ル
予
防
に
必
要
な
栄
養
の
摂
取
に
つ

い
て
の
ミ
ニ
栄
養
講
座
の
後
、調
理
実
習
室
で

学
生
と
簡
単
な
お
や
つ
を
作
っ
て
食
べ
、食
事

を
共
に
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
健
康
維
持
に

必
要
な
食
事
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　地
域
の
皆
様
か
ら
は「
元
気
な
学
生
さ
ん
と

一
緒
に
活
動
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
は
本
学
の
特
長
を

活
か
し
、異
な
る
分
野
が
融
合
し
た
地
域
貢
献

活
動
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、学
生
に

と
っ
て
は
分
野
を
超
え
た
幅
広
い
知
識
の
習
得
、

多
職
種
協
働
の
実
践
力
養
成
の
場
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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大学12回（昭和54年3月卒）
家政学部児童学科児童教育専攻

News Letter 学園だより
◆
リ
レ
ー
連
載
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Ｏ
Ｇ
に
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る

学
園
の
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想
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第
38
回

在間昌子 さん
（春光会関東支部長）

中
高
一
貫
生
の

充
実
し
た
学
校
生
活

学問探究合宿 宮島にて

名古屋女子大学中学校

修学旅行―“守礼門”に向かってジャンプ!!

　2
学
期
に
入
り
、9
月
15
、16
日
の
両
日
、文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、4
年
ぶ
り
に
一
般
公
開
が

復
活
し
、一
般
来
場
者
も
2
，1
9
2
名
と
大
盛
況
の
内

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　次
い
で
10
月
3
日
か
ら
の
中
間
試
験
、18
日
の
後
期

生
徒
会
役
員
立
会
演
説
会
を
挟
ん
で
、26
日
か
ら
3
泊

4
日
で
、高
2
・一
貫
5
年
生
の
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
4
年
間
、コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
が
制
限
さ
れ
、

中
止
に
な
っ
た
り
行
き
先
を
変
更
し
た
り
し
て
き
ま
し

た
が
、よ
う
や
く
本
来
の
沖
縄
で
の
実
施
が
叶
い
、生
徒

た
ち
も
大
い
に
非
日
常
を
満
喫
で
き
た
修
学
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

　11
月
に
入
る
と
、休
む
間
も
な
く
8
日
に
は
漢
字

コ
ン
テ
ス
ト
、27
日
か
ら
は
期
末
試
験
と
、生
徒
た
ち
は

勉
学
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　12
月
に
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
う
中
で

臨
時
休
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、冬
休
み
以
降
も
、自
主

的
に
冬
期
講
習
に

参
加
し
た
り
、新

体
操
部
が
発
表
会

を
開
催
し
た
り
、

多
く
の
高
3
生
が

大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
り
と
、

充
実
の
ス
ク
ー
ル

ラ
イ
フ
を
継
続
中

で
す
。

めいさんと一緒に、カホンを演奏

　2
学
期
終
わ
り
に
、本
学
卒
業
生
で「
カ
ホ
ン
」の
演

奏
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
加
藤
め
い
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
、演
奏
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
京
夏
さ
ん
と
の

コ
ラ
ボ
と
し
て
歌
と
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　カ
ホ
ン
は
、ペ
ル
ー
発
祥
の
打
楽
器
で
、打
ち
方
に
よ
っ

て
様
々
に
音
が
変
化
す
る
魅
力
の
あ
る
楽
器
で
す
。当

日
は
、め
い
さ
ん
か
ら
、言
葉
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
の
取

り
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
、実
際
に
一
人

ず
つ
カ
ホ
ン
の
上
に
座
り
、音
楽
に
合
わ
せ
て
両
手
で

リ
ズ
ム
打
ち
を
し
ま
し
た
。カ
ホ
ン
は
、演
奏
方
法
は

シ
ン
プ
ル
で
す
が
、出
る
音
に
変
化
が
あ
り
子
ど
も
達

も
そ
の
魅
力
を
十
分
に
楽
し
む
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、京
夏
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
に
合
わ
せ
て
一
緒
に

口
ず
さ
む
様
子
も
あ
り
、音
楽
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
た

演
奏
会
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　今
回
の
本
物

の
音
楽
に
触
れ
る

体
験
は
、聴
く
だ

け
で
な
く
、音
の

表
現
を
感
じ
な

が
ら
、共
に
心
動

か
さ
れ
る
感
動

を
あ
じ
わ
え
る

貴
重
な
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

高
校
生
徒
の
近
況

カ
ホ
ン
の
演
奏
会
を
通
じ
て

名古屋女子大学高等学校

　今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
5
類
移
行

に
伴
い
、学
校
行
事

は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

状
態
に
戻
し
て
実

施
し
ま
し
た
。後
期

は
10
月
11
日
に
思

春
期
セ
ミ
ナ
ー
、10

月
18
日
に
後
期
生

徒
会
立
会
演
説
会
、

11
月
8
日
に
漢
字

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
東
京
方
面
で
行
っ
て

い
ま
し
た
中
等
部
3
年
生
の
学
問
探
究
合
宿
も
、行
き

先
や
行
程
を
大
き
く
変
更
し
10
月
25
〜
27
日
に
実
施

し
ま
し
た
。行
き
先
は
広
島
平
和
記
念
公
園
で
の
平
和

学
習
、宮
島
散
策
、厳
島
神
社
見
学
、女
子
大
学
生
の

案
内
に
よ
る
神
戸
市
内
観
光
、神
戸
港
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー

ズ
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・ス
タ
ジ
オ
・ジ
ャ
パ
ン
な
ど
で
し
た
。

2
泊
3
日
の
行
程
で
あ
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も
天
候

に
恵
ま
れ
、楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。3
年
生
に

と
って
は
本
校
に
入
学
し
て
初
め
て
の
宿
泊
行
事
と
な
り
、

中
学
時
代
の
良
き
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。1
月
か
ら
は
カ
ル
タ
取
り
大
会
、英
単
語
コ
ン
テ

ス
ト
、学
年
末
試
験
、終
業
式
、修
了
式
、立
志
式
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、1
年
の
締
め
く
く
り
の
行
事
が
控
え
て

い
ま
す
。

名古屋女子大学付属幼稚園

　親
元
を
離
れ
、全
く
土
地
勘
の
な
い
初
め

て
の
地
で
あ
る
名
古
屋
の
我
が
名
古
屋
女
子

大
学
に
、縁
あ
って
入
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

幸
い
同
じ
高
校
の
友
人
と
共
に
、名
女
大
か

ら
紹
介
し
て
頂
い
た
ご
夫
妻
が
住
ま
わ
れ
て

い
る
離
れ
の
一
室
に
下
宿
さ
せ
て
頂
き
、安
心

し
て
通
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　専
攻
の
児
童
教
育
を
学
ぶ
た
め
の
4
年
間

で
し
た
が
、越
原
春
子
先
生
の
お
心
を
受
け

継
ぐ〝
親
切
〞の
心
は
、私
の
人
生
の
骨
格
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　高
校
ま
で
は
吹
奏
楽
、合
唱
部
等
文
化

音
楽
に
親
し
ん
だ
の
で
す
が
、大
学
で
は
卓

球
同
好
会
に
所
属
し
初
め
て
の
試
合
参
戦
、

他
大
学
の
方
々
と
の
交
流
も
経
験
し
ま
し
た
。

　教
育
原
理
、教
育
心
理
学
も
大
変
興
味

深
く
、中
で
も
湯
川
隆
子
先
生
の
講
義
は

魅
力
的
で
毎
回
楽
し
み
で
あ
り
ま
し
た
。越

原
で
の
楽
し
い
合
宿
、天
白
学
舎
に
通
っ
た

こ
と
も
良
き
思
い
出
で
す
。

　大
学
進
学
前
、声
楽
や
ピ
ア
ノ
を
学
ん
で

い
た
私
は
、音
楽
大
学
へ
の
進
学
も
考
え
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、悩
ん
だ

末
、郷
里
の
岡
山
の
公
的
機
関
で
少
し
仕
事

を
し
た
後
に
、音
楽
教
室
の
講
師
と
な
り

ま
し
た
。主
に
幼
児
か
ら
小
学
生
を
中
心

に
子
ど
も
さ
ん
方
と
関
わ
ら
せ
て
頂
く
中
、

ピ
ア
ノ
の
練
習
の
後
先
に
楽
し
く
一
緒
に
歌

を
歌
っ
た
り
楽
典
学
習
を
す
る
際
に
も
、大

学
で
学
ん
だ
教
育
が
大
い
に
活
か
さ
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　結
婚
と
同
時
に
岡
山
か
ら
東
京
に
住
み

始
め
、春
光
会
関
東
支
部
の
活
動
を
知
り

参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、こ
の
二
十

数
年
、同
窓
生
の
会
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
先
輩
方
と
繋
が
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。春
光
会
活
動
に
初
め
て
参
加
し
た

時
ま
だ
幼
か
っ
た
娘
も
社
会
に
巣
立
ち
家

庭
を
持
ち
、現
在
私
は
地
域
の
町
会
長
の

推
薦
を
頂
き
、東
京
都
豊
島
区
で
地
域
の

見
守
り
役
で
あ
る
民
生
児
童
委
員
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

　人
は
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
人
生
を
そ
の

人
な
り
に
幸
福
を
求
め
生
き
が
い
を
持
っ
て

生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。し
か
し
、現
実

社
会
の
中
で
は
生
き
て
い
く
上
で
の
様
々
な

困
難
や
問
題
が
あ
り
、支
援
が
必
要
な
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、

一
人
で
悩
ん
で
い
た
り
大
変
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
方
を
見
つ
け
、見
守
っ
て
い
く
一
人

に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
、こ
の
お
役
を
引

き
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。こ
の
数
年
間

は
学
び
の
連
続
で
、ひ
き
こ
も
り
、ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、ひ
と
り
親
支

援
、障
害
者
支
援
、認
知
症
高
齢
者
フ
レ
イ
ル

予
防
、健
康
栄
養
指
導
、ま
た
外
国
人
居
住

者
が
多
い
区
と
し
て
や
さ
し
い
日
本
語
の
使

い
方
等
々
、多
く
の
講
習
を
受
け
る
機
会
が

あ
り
、時
間
の
許
す
限
り
参
加
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　学
び
は
人
の
役
に
立
って
こ
そ
生
か
さ
れ
る
。

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
も
人
生
で
学
ん
だ
こ
と

も
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、生
涯
こ
の
姿
勢
は

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　私
は
人
と
会
う
こ
と
が
大
好
き
で
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
自
身
も
磨
か
れ
て
い
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。未
来
を
生
き
、未
来
を
託
さ

れ
て
い
る
学
生
の
皆
様
に
も
お
勧
め
で
す
。

　世
界
は
今
、気
候
変
動
に
よ
る
災
害
や

悲
し
い
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。し
か
し
自
分

が
一
歩
行
動
を
起
こ
し
、目
の
前
の
一
人
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
、必
ず
平
和
な
社
会
、

平
和
な
世
界
を
築
い
て
ゆ
け
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。希
望
を
抱
い
て
今
日
一
日
を
大
切

に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

卒業式の日、今は亡き母と下宿先の玄関前で音楽教室時代

生
涯
の
学
び
で

自
他
共
の
幸
福
へ
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第
38
回

在間昌子 さん
（春光会関東支部長）

中
高
一
貫
生
の

充
実
し
た
学
校
生
活

学問探究合宿 宮島にて

名古屋女子大学中学校

修学旅行―“守礼門”に向かってジャンプ!!

　2
学
期
に
入
り
、9
月
15
、16
日
の
両
日
、文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、4
年
ぶ
り
に
一
般
公
開
が

復
活
し
、一
般
来
場
者
も
2
，1
9
2
名
と
大
盛
況
の
内

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　次
い
で
10
月
3
日
か
ら
の
中
間
試
験
、18
日
の
後
期

生
徒
会
役
員
立
会
演
説
会
を
挟
ん
で
、26
日
か
ら
3
泊

4
日
で
、高
2
・一
貫
5
年
生
の
修
学
旅
行
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
4
年
間
、コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
が
制
限
さ
れ
、

中
止
に
な
っ
た
り
行
き
先
を
変
更
し
た
り
し
て
き
ま
し

た
が
、よ
う
や
く
本
来
の
沖
縄
で
の
実
施
が
叶
い
、生
徒

た
ち
も
大
い
に
非
日
常
を
満
喫
で
き
た
修
学
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

　11
月
に
入
る
と
、休
む
間
も
な
く
8
日
に
は
漢
字

コ
ン
テ
ス
ト
、27
日
か
ら
は
期
末
試
験
と
、生
徒
た
ち
は

勉
学
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　12
月
に
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
う
中
で

臨
時
休
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、冬
休
み
以
降
も
、自
主

的
に
冬
期
講
習
に

参
加
し
た
り
、新

体
操
部
が
発
表
会

を
開
催
し
た
り
、

多
く
の
高
3
生
が

大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
り
と
、

充
実
の
ス
ク
ー
ル

ラ
イ
フ
を
継
続
中

で
す
。

めいさんと一緒に、カホンを演奏

　2
学
期
終
わ
り
に
、本
学
卒
業
生
で「
カ
ホ
ン
」の
演

奏
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
加
藤
め
い
さ
ん
に
来
て

い
た
だ
き
、演
奏
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
京
夏
さ
ん
と
の

コ
ラ
ボ
と
し
て
歌
と
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　カ
ホ
ン
は
、ペ
ル
ー
発
祥
の
打
楽
器
で
、打
ち
方
に
よ
っ

て
様
々
に
音
が
変
化
す
る
魅
力
の
あ
る
楽
器
で
す
。当

日
は
、め
い
さ
ん
か
ら
、言
葉
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
の
取

り
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
後
、実
際
に
一
人

ず
つ
カ
ホ
ン
の
上
に
座
り
、音
楽
に
合
わ
せ
て
両
手
で

リ
ズ
ム
打
ち
を
し
ま
し
た
。カ
ホ
ン
は
、演
奏
方
法
は

シ
ン
プ
ル
で
す
が
、出
る
音
に
変
化
が
あ
り
子
ど
も
達

も
そ
の
魅
力
を
十
分
に
楽
し
む
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、京
夏
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
に
合
わ
せ
て
一
緒
に

口
ず
さ
む
様
子
も
あ
り
、音
楽
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
た

演
奏
会
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　今
回
の
本
物

の
音
楽
に
触
れ
る

体
験
は
、聴
く
だ

け
で
な
く
、音
の

表
現
を
感
じ
な

が
ら
、共
に
心
動

か
さ
れ
る
感
動

を
あ
じ
わ
え
る

貴
重
な
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

高
校
生
徒
の
近
況

カ
ホ
ン
の
演
奏
会
を
通
じ
て

名古屋女子大学高等学校

　今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
5
類
移
行

に
伴
い
、学
校
行
事

は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

状
態
に
戻
し
て
実

施
し
ま
し
た
。後
期

は
10
月
11
日
に
思

春
期
セ
ミ
ナ
ー
、10

月
18
日
に
後
期
生

徒
会
立
会
演
説
会
、

11
月
8
日
に
漢
字

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
東
京
方
面
で
行
っ
て

い
ま
し
た
中
等
部
3
年
生
の
学
問
探
究
合
宿
も
、行
き

先
や
行
程
を
大
き
く
変
更
し
10
月
25
〜
27
日
に
実
施

し
ま
し
た
。行
き
先
は
広
島
平
和
記
念
公
園
で
の
平
和

学
習
、宮
島
散
策
、厳
島
神
社
見
学
、女
子
大
学
生
の

案
内
に
よ
る
神
戸
市
内
観
光
、神
戸
港
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー

ズ
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・ス
タ
ジ
オ
・ジ
ャ
パ
ン
な
ど
で
し
た
。

2
泊
3
日
の
行
程
で
あ
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も
天
候

に
恵
ま
れ
、楽
し
い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。3
年
生
に

と
って
は
本
校
に
入
学
し
て
初
め
て
の
宿
泊
行
事
と
な
り
、

中
学
時
代
の
良
き
思
い
出
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。1
月
か
ら
は
カ
ル
タ
取
り
大
会
、英
単
語
コ
ン
テ

ス
ト
、学
年
末
試
験
、終
業
式
、修
了
式
、立
志
式
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、1
年
の
締
め
く
く
り
の
行
事
が
控
え
て

い
ま
す
。

名古屋女子大学付属幼稚園

　親
元
を
離
れ
、全
く
土
地
勘
の
な
い
初
め

て
の
地
で
あ
る
名
古
屋
の
我
が
名
古
屋
女
子

大
学
に
、縁
あ
って
入
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

幸
い
同
じ
高
校
の
友
人
と
共
に
、名
女
大
か

ら
紹
介
し
て
頂
い
た
ご
夫
妻
が
住
ま
わ
れ
て

い
る
離
れ
の
一
室
に
下
宿
さ
せ
て
頂
き
、安
心

し
て
通
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　専
攻
の
児
童
教
育
を
学
ぶ
た
め
の
4
年
間

で
し
た
が
、越
原
春
子
先
生
の
お
心
を
受
け

継
ぐ〝
親
切
〞の
心
は
、私
の
人
生
の
骨
格
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　高
校
ま
で
は
吹
奏
楽
、合
唱
部
等
文
化

音
楽
に
親
し
ん
だ
の
で
す
が
、大
学
で
は
卓

球
同
好
会
に
所
属
し
初
め
て
の
試
合
参
戦
、

他
大
学
の
方
々
と
の
交
流
も
経
験
し
ま
し
た
。

　教
育
原
理
、教
育
心
理
学
も
大
変
興
味

深
く
、中
で
も
湯
川
隆
子
先
生
の
講
義
は

魅
力
的
で
毎
回
楽
し
み
で
あ
り
ま
し
た
。越

原
で
の
楽
し
い
合
宿
、天
白
学
舎
に
通
っ
た

こ
と
も
良
き
思
い
出
で
す
。

　大
学
進
学
前
、声
楽
や
ピ
ア
ノ
を
学
ん
で

い
た
私
は
、音
楽
大
学
へ
の
進
学
も
考
え
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、悩
ん
だ

末
、郷
里
の
岡
山
の
公
的
機
関
で
少
し
仕
事

を
し
た
後
に
、音
楽
教
室
の
講
師
と
な
り

ま
し
た
。主
に
幼
児
か
ら
小
学
生
を
中
心

に
子
ど
も
さ
ん
方
と
関
わ
ら
せ
て
頂
く
中
、

ピ
ア
ノ
の
練
習
の
後
先
に
楽
し
く
一
緒
に
歌

を
歌
っ
た
り
楽
典
学
習
を
す
る
際
に
も
、大

学
で
学
ん
だ
教
育
が
大
い
に
活
か
さ
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

　結
婚
と
同
時
に
岡
山
か
ら
東
京
に
住
み

始
め
、春
光
会
関
東
支
部
の
活
動
を
知
り

参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、こ
の
二
十

数
年
、同
窓
生
の
会
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
先
輩
方
と
繋
が
ら
せ
て
頂
き

ま
し
た
。春
光
会
活
動
に
初
め
て
参
加
し
た

時
ま
だ
幼
か
っ
た
娘
も
社
会
に
巣
立
ち
家

庭
を
持
ち
、現
在
私
は
地
域
の
町
会
長
の

推
薦
を
頂
き
、東
京
都
豊
島
区
で
地
域
の

見
守
り
役
で
あ
る
民
生
児
童
委
員
を
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。

　人
は
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
人
生
を
そ
の

人
な
り
に
幸
福
を
求
め
生
き
が
い
を
持
っ
て

生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。し
か
し
、現
実

社
会
の
中
で
は
生
き
て
い
く
上
で
の
様
々
な

困
難
や
問
題
が
あ
り
、支
援
が
必
要
な
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、

一
人
で
悩
ん
で
い
た
り
大
変
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
方
を
見
つ
け
、見
守
っ
て
い
く
一
人

に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
、こ
の
お
役
を
引

き
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。こ
の
数
年
間

は
学
び
の
連
続
で
、ひ
き
こ
も
り
、ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、ひ
と
り
親
支

援
、障
害
者
支
援
、認
知
症
高
齢
者
フ
レ
イ
ル

予
防
、健
康
栄
養
指
導
、ま
た
外
国
人
居
住

者
が
多
い
区
と
し
て
や
さ
し
い
日
本
語
の
使

い
方
等
々
、多
く
の
講
習
を
受
け
る
機
会
が

あ
り
、時
間
の
許
す
限
り
参
加
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　学
び
は
人
の
役
に
立
って
こ
そ
生
か
さ
れ
る
。

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
も
人
生
で
学
ん
だ
こ
と

も
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、生
涯
こ
の
姿
勢
は

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　私
は
人
と
会
う
こ
と
が
大
好
き
で
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
自
身
も
磨
か
れ
て
い
く
と

思
っ
て
い
ま
す
。未
来
を
生
き
、未
来
を
託
さ

れ
て
い
る
学
生
の
皆
様
に
も
お
勧
め
で
す
。

　世
界
は
今
、気
候
変
動
に
よ
る
災
害
や

悲
し
い
戦
争
が
続
い
て
い
ま
す
。し
か
し
自
分

が
一
歩
行
動
を
起
こ
し
、目
の
前
の
一
人
を

大
切
に
す
る
こ
と
で
、必
ず
平
和
な
社
会
、

平
和
な
世
界
を
築
い
て
ゆ
け
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。希
望
を
抱
い
て
今
日
一
日
を
大
切

に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

卒業式の日、今は亡き母と下宿先の玄関前で音楽教室時代

生
涯
の
学
び
で

自
他
共
の
幸
福
へ
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BOOK INTRODUCTION

EVENT INFORMATION

本学教員の著書の案内

「女性の実質的開放を期す」色紙

企画展ポスター

短
期
大
学
部 

教
授  

遠
山
佳
治

　今回
紹
介
す
る「
女
性
の
実
質
的
開
放
を
期
す
」色
紙
は
、本
学
創
設
者

越
原
春
子
先
生
が
、昭
和
二
一
年（
一
九
四
六
）、衆
議
院
議
員
の
時
に
記
し
た

も
の
で
す
。

　昭和
二
〇
年
、衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
改
正
公
布
さ
れ
、日
本
で
初
め
て

婦
人
参
政
権
が
実
現
し
ま
し
た
。遡
る
こ
と
、大
正
五
年（
一
九
一
六
）に
は
、

春
子
先
生
は
発
起
人
の
一
人
と
し
て
婦
人
問
題
研
究
会
を
設
立
し
、婦
人

の
社
会
的
地
位
の
向
上
、家
庭
生
活
の
合
理
化
、女
子
教
育
機
関
の
拡
充

な
ど
女
性
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
て

来
た
春
子
先
生
は
、周
囲
の
勧
め
も
あ
り
、衆
議
院
議
員
へ
の
出
馬
を
決
意

し
ま
し
た
。そ
し
て
、全
国
で
の
女
性
議
員
三
九
人
の
一
人
、愛
知
県
で
は
唯
一

の
女
性
の
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
ま
し
た
。

　選挙
終
了
と
と
も
に「
読
売
報
知
」新
聞
が
、公
的
実
行
と
題
す
る
シ

リ
ー
ズ
の
掲
載
を
始
め
、春
子
先
生
は「
私
は
女
性
の
実
質
的
解
放
の
た
め

に
断
じ
て
戦
い
ま
す
」と
誓
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、憲
法
改
正
案
委
員
会
が

実
質
審
議
を
始
め
、春
子
先
生
は
、母
と
子
ど
も
の
生
活
圏
の
保
障
、保
育

（
託
児
所
）・教
育（
幼
稚
園
）を
一
元
的
に
統
一
す
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
ま

し
た
。　委員

会
室
に
活
け
ら
れ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
を
見
て
、「
憲
法
の
し
ん

ぎ
の
席
に
つ
ら
な

り
て

　かあ
ね
い

し
ょ
ん
の
花
を
み

る
が
嬉
し
き
」と

詠
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
短
歌
は
、現

在
も
中
庭
の
碑

に
刻
ま
れ
、今
も

学
生
た
ち
を
見

守
っ
て
い
ま
す
。

古
文
書
・
古
書
へ
の
招
待

vol. 44

図解 理学療法検査・測定ガイド
第3版

　本書は医療面接、神
経学的検査、整形外科
的検査など理学療法
士が行う検査・測定の
手順、ピットホール、所見
の判定について書かれ
た医学書です。

松井一久 分担執筆

（文光堂）

　本書は、生活支援の
理論と実践に焦点を当
て、対象者の日常生活と
社会生活の満足度を向
上させる作業療法の基
本を、学際的視点で学
習できる教科書です。

（医学書院）

　本書では39の実践
事例を通して、障害ある
子どもへのかかわりを学
ぶことができます。二次
元バーコードから動画へ
アクセスできて、視覚的
にもわかりやすくなって
います。（教育情報出版）

標準作業療法学
日常生活活動・社会生活行為学 第2版
山鹿隆義 分担執筆

実践事例を通して具体的なかかわりを学ぶ
保育現場における特別支援
島澤ゆい 分担執筆

越原記念館 企画展

学生作品選抜展2024
令和6年3月9日（土）～8月11日（日）
越原記念館 第３展覧室

令和6年3月9日（土） 13：00～15：00
越原記念館 １階ロビー

越原記念館 関連行事

体験イベント
─肌色チェックからはじめる、
　パーソナルカラーを体験しよう！─

参加無料入場無料

　美の芽を出し、新たなステージ
に旅立つ学生たちです。
　くらしを彩る生活環境の創造へ
学生一人ひとりが自らの心と向き
あった結晶…建築、工芸、インテ
リアデザイン、服飾デザイン、美術
教育教材、情報教育教材など多
彩な分野から、力強く個性に満ち
た学生たちのメッセージをお届け
します。

※3月9日（土）・6月1日（土）・7月13日
（土）・14日（日）・8月10日（土）・11
日（日）はオープンキャンパスのため
開館。夏期一斉特別休日［8／12
（月）～16（金）］は閉館。

　オシャレの基本は似合う色を知ることです。ご自身の肌
色を測定し、パーソナルカラーを体験しましょう！
※当日13時より申込先着15名・所要時間はお一人20分程
度。 ※当日の体験イベントの実施有無につきましては、当館
HP・代表電話等でご確認ください。

2024.03

115
March

令和6年3月18日（月） 10：00～11：00

卒業式のご案内

令和5年度卒業式大学院・大学・
短大合同

※卒業式に参列される付き添いの方は、開式10分前までに
体育館へお越しください。 ※駐車場の用意はありませんので、
公共交通機関をご利用ください。 ※最新の情報につきまして
は、本学HPでご確認ください。

学校法人越原学園 体育館
名古屋市瑞穂区萩山町1-54-1
地下鉄桜通線「瑞穂区役所」下車（徒歩15分）

会場

特集 免許・資格と学外実習

越原記念館（名古屋女子大学内）
開館時間／10：00～17：00
休館日／土・日・祝日・学園休業日

令
和
6年
3月
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